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合
併

　

昨
年
11
月
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
山
陰
初
の
20
万
都
市
・
新
鳥
取
市
が
誕
生
し

て
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
生
活
は
ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　

市
役
所
の
な
か
で
は
、
機
構
改
革
、
駅
南
庁
舎
の
新
設
な
ど
大
き
く
変
化
し
た
１

年
で
し
た
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
特
に
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
行
財
政
改
革
の

推
進
、
総
合
計
画
策
定
へ
の
取
り
組
み
、
10
月
の
特
例
市
へ
の
移
行
な
ど
、
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
な
取
り
組
み
や
今
後
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年

合
併

「第 48回鳥取市民体育祭」
10月 16日（日）　布勢総合運動公園

 特集 
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チェッ
ク

チェッ
ク

チェッ
ク

チェッ
ク

チェッ
ク

ん
に
、
市
役
所

を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
・

取
り
組
み

　

今
後
も
市

長
が
地
域
に

出
向
き
、
各
種
団
体
の
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る

な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
が

接
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
総
合
支
所
の
責
任
者
で

あ
る
支
所
長
と
各
課
長
が
、
住
民
と

意
見
交
換
を
す
る
「
集
落
座
談
会
」

　

役
場
が
遠
く
な
り
住
民
の
声
が
届

か
な
く
な
る
の
で
は
と
い
っ
た
不
安

に
対
応
す
る
た
め
、
市
長
を
は
じ
め

と
す
る
市
幹
部
職
員
が
出
席
し
意
見

交
換
す
る
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」、

市
長
へ
直
接
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
「
市
長
ア
ワ
ー
」、「
市
長
へ

の
手
紙
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
設
け
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
地
域
づ
く
り
に
反
映
す
る

よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

評　

価

　

新
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
各
地
域

に
く
ま
な
く
行
き
届
く
よ
う
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
の
対
話
行
政
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
住
民
の
み
な
さ

チェッ
ク

取
り
組
み
の
内
容

　

合
併
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
声
が

届
き
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
懸
念
に
対
応
し
、
地
域
の
住

民
の
意
見
を
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
各
地
域
の
各
界

各
層
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成

す
る
「
地
域
審
議
会
」
を
旧
８
町
村

に
設
置
し
ま
し
た
。

評　

価

　

設
置
当
初
は
、
地
域
審
議
会
の
運

営
な
ど
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
会
長
会
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
現
在
は
、
各
審

議
会
が
共
通
認
識
を
も
ち
、
円
滑
に

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
で
は
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
や
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
市
長
へ
の
意
見
書
も

鹿
野
・
青
谷
の
両
審
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
運
営
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
・
取
り
組
み

　

今
後
も
、
各
地
域
の
意
見
を
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

審
議
会
委
員
に
つ
い
て
は
、
任
期

は
２
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
自
治
組
織
役
員
な
ど
の
場
合
、

単
年
度
で
改
選
と
な
る
た
め
、
委
員

の
短
期
間
で
の
交
代
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
女
性
委
員
が
20

％
、
20
、
30
歳
代
の
若
年
層
の
委
員

が
４
・
４
％
と
、
委
員
全
体
に
占
め

る
割
合
が
少
な
い
と
い
う
よ
う
な
課

題
も
抱
え
て
お
り
、
今
後
の
委
員
構

成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
審
議
会

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
内
容

スタートから 1年合併

第
１
章

市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

「
地
域
審
議
会
」
を
設
置
し
、

地
域
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
審
議

　観光梨園を経営していますが梨狩りのお客様
は県外の人がほとんどで、今年8月下旬から約1
カ月間の二十世紀梨のシーズンには、6万人以上
の観光客がいらっしゃいました。観光面では、合
併して特に変わったという感じはしません。
　私は、地元の和太鼓グループ「ふくべ砂神太
鼓実行委員会」の会長をしています。素人ばか
りの集団で結成してから 6年目になりました。
メンバーは中学生から 55 歳までの 15 人。太
鼓は、エネルギーを発散できるし、打っている
ときは無心になれるので、楽しくてたまりませ
ん。合併してからは、佐治町や河原町まで演奏
に出かけるようになりましたし、合併 1周年
記念の「とっとりきらめき祭」にも出演します。
現在、メンバーを募集中。元気な人、大歓迎で
す。自分自身、行動する範囲が広がり、知人や
友だちが増え、いろいろな意味で視野が広がり
ました。これが、合併効果ですかね。

橋本　保 さん
はしもと・たもつ　46歳 
福部町湯山

行動範囲が広くなり
視野が広がった

取
り
組
み
を
徹
底
検
証市

民
と
市
役
所
の
距
離
を

縮
め
る
た
め
の
広
聴
活
動
を
重
視

合併
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チェッ
ク

チェッ
ク

チェッ
ク

ま
し
た
が
、
本
年
度
に
入
り
、
本
庁
、

支
所
間
の
連
携
は
お
お
む
ね
順
調
と

な
り
、
安
定
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
４
月
の
河
合
谷
牧
場

の
土
砂
崩
壊
で
発
生
し
た
「
袋
川
の

濁
水
問
題
」、
６
月
の
「
用
瀬
町
家

奥
の
渇
水
問
題
」
な
ど
、
総
合
支
所

管
内
に
突
発
的
な
事
故
な
ど
が
発
生

し
た
際
は
、
担
当
副
市
長
を
ト
ッ
プ

と
し
て
関
係
部
・
課
長
、
支
所
長
に

よ
る
「
緊
急
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、

迅
速
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

総
合
支
所
の
業
務
上
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
そ
の
都
度
、
幹
部
会
議
や

支
所
長
会
議
で
、
そ
の
対
応
や
措
置

題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
専

任
の
副
市
長
を
置
い
て
本
庁
の
執
行

体
制
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
庁
と
総
合
支
所
間
の

連
携
を
緊
密
に
す
る
た
め
、「
支
所

長
会
議
」
を
、
月
２
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
支
所
長
は
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
幹
部
の
会
議
に
も
出
席
し
、
本

市
の
課
題
や
取
り
組
み
な
ど
の
情
報

の
共
有
を
図
り
、
総
合
支
所
を
総
括

し
て
い
ま
す
。

評　

価

　

合
併
直
後
は
、通
常
業
務
に
加
え
、

合
併
の
移
行
事
務
や
災
害
対
策
な
ど

の
業
務
が
重
な
り
、
職
員
は
、
試
行

錯
誤
の
な
か
で
業
務
を
遂
行
し
て
き

内
容
を
協
議
し
、
業
務
の
円
滑
な
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
・
取
り
組
み

　

各
総
合
支
所
に
共
通
す
る

▼
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
用
と
民
間
バ

　

ス
の
代
替
・
活
用
策

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
と
保
健
事
業
の
あ

　

り
方

▼
公
民
館
の
あ
り
方
と
職
員
配
置

▼
成
人
式
の
開
催
方
法

▼
消
防
団
員
の
確
保

の
地
域
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
運
用
に
つ
い
て
は
、
12
月
１
日
か

ら
運
用
基
準
を
設
け
、
運
行
の
効
率

化
・
利
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
そ

を
開
催
し
、
住
民
と
市
役
所
の
距
離

を
縮
め
る
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

取
り
組
み
の
内
容

　

合
併
に
よ
り
、
周
辺
部
が
衰
退
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
懸
念
に

対
応
す
る
た
め
、
旧
町
村
役
場
を
総

合
支
所
と
し
て
存
続
し
、
４
課
１
分

室
体
制
と
し
、
地
域
振
興
機
能
や
ほ

と
ん
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
地
域
の
拠
点
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
地
域
の
振
興
と
諸
課

本
庁
と
総
合
支
所
の
連
携
強
化
と

地
域
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　旧鳥取市内で生まれ育ちました。田舎過ぎず、
都会過ぎず、とても暮らしやすいまちだと思っ
ています。母が福祉関係の施設に勤務している
関係で、合併して、利用者の方が広範囲にわた
って施設が利用できるようになり、便利になっ
たと聞いています。
　自分自身の生活に大きな変化はありません
が、標識を見て、鳥取市も広くなったのだなと
実感します。市報を読むと、旧町村の記事が掲
載してあり、大きくなったことを感じますが、
一つの市になったという一体感があまりないよ
うに思います。普段の生活の範囲が、旧市内に
限られているからかもしれません。大学卒業後
は、県外の専門学校へ進学する予定ですが、就
職時は鳥取へ帰ってくるつもりです。県外へ出
るまでの間、合併して大きくなった鳥取市を、
もっともっと探索してみようと思います。　

橋本 　開 さん
はしもと・はるき　鳥取環境大学4年
大覚寺

鳥取は
暮らしやすいまち

　昨年の 4月から、佐治町国民健康保険診療
所の医師として赴任しています。合併するまで
は、診療所がなくなるのではという不安があり
ましたが、多くの方々のおかげで存続できるこ
とになり、患者のみなさんも喜んでいらっしゃ
います。さらに、以前は診療所でしか受けるこ
とのできなかった健康診査が、市内のどこでも
希望する場所で受けられるようになり、便利に
なったという声をよく聞きます。また、多くの
人に診療所をより身近に感じていただき、存在
意義を理解していただくため、「診療所だより」
の発行を始めました。　一方、予算面での不便
さは感じますが、質の向上を図りながら、いろ
いろな面での無駄を省き、経費を節減するいい
きっかけになったのではと思います。将来的に
は市立病院との連携をさらに強め、充実した医
療に努めたいと考えています。

岡本 　勝さん

おかもと・まさる　32歳 
佐治町加瀬木

地域のみなさんの
健康のよりどころとして
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チェッ
ク

チェッ
ク

チェッ
ク

の
他
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
の
対
応
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

取
り
組
み
の
内
容

　

合
併
と
同
時
に
、
駅
南
庁
舎
を
開

設
し
、
そ
の
１
階
に
税
・
福
祉
な
ど

の
窓
口
部
門
を
移
転
配
置
し
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
合
併
時
か
ら
市
民
サ

ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
も
の
と
し
て
は
、

体
育
・
観
光
施
設
の
利
用
料
金
の
軽

減
、
重
度
障
害
者
の
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
の
全
市
域
で
の
適
用
、
広
報
紙

の
月
２
回
の
発
行
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し

た
も
の
は
、
保
育
料
の
軽
減
や
広
域
入

所
、小
児
の
特
別
医
療
費
助
成
の
拡
大
、

自
治
会
活
動
補
助
金
の
充
実
、
自
治
会

活
動
活
性
化
支
援
事
業
の
創
設
、
障
害

者
特
別
医
療
費
助
成
の
充
実
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

市役所駅南庁舎・各町総合支所開所
鳥取市合併記念式典・新鳥取市誕生
祝賀芸能文化祭開催
増大する市民のニーズに迅速・的確に対
応するため副市長を 2人制とし、林副
市長が鳥取市初の女性副市長に就任
鳥取市議会議員増員選挙により 12 人の
新議員が決定、議員数は 44 人に

地域の声を市政に反映させる地域審議
会を設置、各地域20人毎、計160人の
委員を委嘱し、第1回地域審議会を開催
合併後初の市議会 12月定例会が開会

合併後初の消防出初式に、約 1100 人
の消防団員が結集
成人式を全市域合同で開催、県民文化
会館を会場に約2000人の新成人が出席

広域観光の拠点施設として、鳥取砂丘東
口に鳥取砂丘情報館「サンドパルと
っとり」がオープン

市立中央図書館が市役所駅南庁舎に
オープン
3 台の移動図書館車が加わり、計 5台で
全市域を巡回

旧青谷町の友好都市中国太倉市の代表団
が青谷町を訪れ、書道で交流
姉妹都市の韓国清州市と市内の中学生が
文化交流
各地域の夏祭りを合同で PR
あゆ祭 (河原町 )、あおや鯛漁まつり（青
谷町）開催

第41回鳥取しゃんしゃん祭、貝がら節
祭り（気高町）、砂丘ビーチ砂もり大会（福
部町）、ふれあいフェスティバル（用瀬町）、
因幡の傘踊りの祭典（国府町）開催
防災行政無線統合システムを整備、
災害時などに市役所と各総合支所が無線
で結ばれる

合併後初の鳥取市総合防災訓練に、
全市域で市民約 4400 人が参加

山陰初の特例市へ移行

評　

価

　

市
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に

特
に
入
念
に
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

総
合
的
に
み
て
充
実
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
南
庁
舎
に
つ
い
て
は
交

通
の
便
も
よ
く
、
今
年
の
５
月
１
日

に
中
央
図
書
館
も
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
も
あ
い
ま
っ
て
、
仕
事
や
買
い
物

の
際
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
市
民
の
利
便
性
は
向
上
し
て
い

ま
す
。

今
後
の
課
題
・
取
り
組
み

　

合
併
後
に
制
度
内
容
の
調
整
を
行

う
こ
と
と
し
た
「
新
た
な
制
度
に
移

行
す
る
」
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
を
勘
案
し
、
行
財
政
改

革
の
視
点
を
も
っ
て
検
討
し
、
制
度

の
内
容
を
固
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
特
色
あ
る
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
い
、
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
や
地
域

間
交
流
を
活
発
化
す
る
よ
う
、
広
報
活

動
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鳥取市この 1年
2004.11～2005.10

Tottori City News Letter  2005.11.1

市役所駅南庁舎・各町総合支所開所
鳥取市合併記念式典・新鳥取市誕生
祝賀芸能文化祭開催
増大する市民のニーズに迅速・的確に対
応するため
市長が鳥取市初の女性副市長に就任
鳥取市議会議員増員選挙により
新議員が決定、議員数は 44 人に

地域の声を市政に反映させる
会を設置
委員を委嘱し、第1回地域審議会を開催
合併後初の市議会 12月定例会が開会

合併後初の消防出初式
の消防団員が結集
成人式を全市域合同で開催
会館を会場に約2000人の新成人が出席

広域観光の拠点施設として、鳥取砂丘東
口に
っとり」がオープン

市立中央図書館が市役所駅南庁舎に
オープン
3 台の移動図書館車が加わり、計 5台で
全市域を巡回

旧青谷町の友好都市中国太倉市の代表団
が青谷町を訪れ、書道で交流
姉妹都市の韓国清州市と市内の中学生が
文化交流
各地域の夏祭りを合同で PR
あゆ祭 (河原町 )、あおや鯛漁まつり（青
谷町）開催

第41回鳥取しゃんしゃん祭、貝がら節
祭り（気高町）、砂丘ビーチ砂もり大会（福
部町）、ふれあいフェスティバル（用瀬町）、
因幡の傘踊りの祭典（国府町）開催
防災行政無線統合システムを整備
災害時などに市役所と各総合支所が無線
で結ばれる

合併後初の鳥取市総合防災訓練
全市域で市民約 4400 人が参加

山陰初の特例市へ移行

市
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

11月

12月

1 月

4 月

5月

7月

8月

9月

10 月

スタートから 1年合併合併
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合
併
に
際
し
策
定
し
た
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
主
な
事
業
と
し
て

は
、
平
成
16
年
度
は
、
駅
南
庁
舎
の

取
得･

設
置
事
業
、
中
央
図
書
館
整

備
事
業
、
鳥
取
砂
丘
情
報
館
「
サ
ン

ド
パ
ル
と
っ
と
り
」
整
備
事
業
、
鹿

野
街
な
み
環
境
整
備
事
業
、
気
高
幼

保
一
元
化
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
は
、
C
A
T
V
整

備
事
業
、
小
・
中
学
校
耐
震
診
断
調

査
、道
の
駅「
神
話
の
里
白
う
さ
ぎ
」・

「
清
流
茶
屋
か
わ
は
ら
」
整
備
事
業
、

用
瀬
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事

業
、
殿
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
や

優
先
度
、財
源
の
確
保
な
ど
を
検
討
し
、

現
在
、
策
定
中
の
第
８
次
鳥
取
市
総
合

計
画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。
健
全
な

財
政
運
営
を
前
提
と
し
て
、
市
民
ニ
ー

ズ
が
高
く
、
事
業
熟
度
が
高
ま
っ
た
も

の
か
ら
順
次
実
施
し
ま
す
。

　　

各
種
の
事
業
を
実
施
す
る
あ
た
っ

て
は
、
経
費
負
担
を
で
き
る
か
ぎ

り
軽
減
す
る
よ
う
、
平
成
16
年
度
か

ら
、国
の
合
併
補
助
金
（
９
・６
億
円
）、

県
の
合
併
支
援
交
付
金
（
10
億
円
）、

合
併
特
例
債
（
起
債
枠
５
４
４
・９
億

円
）
な
ど
の
有
利
な
財
源
を
活
用
し
、

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

三
位
一
体
改
革
に
と
も
な
う
地
方

交
付
税
の
削
減
な
ど
の
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
、
旧
町
村
か
ら
引
き
継

い
だ
事
業
を
含
め
、
着
実
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
市
民
参
加
の
も
と
で

策
定
し
た
行
財
政
改
革
大
綱
・
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
本
年
度
か
ら
３
年

間
を
行
財
政
改
革
の
集
中
的
な
実
施

期
間
と
し
て
定
め
、
各
種
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
、
健
全
な
財

合
併
支
援
措
置
を
活
用
し
た

事
業
の
推
進

第
２
章

合
併
は
最
大
の
行
財
政
改
革

健
全
な
財
政
基
盤
と
市
民
の
満
足
度

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
く

合
併
事
業
の
推
進

行
財
政
改
革
の
推
進

問い合わせ先　
市役所本庁舎総合計画策定チーム
 （0857）20-3168

「新市まちづくり計画」
継
承

⇩

　９市町村の合併時に、新市におけるまち
づくりの基本方針や主要な事業を示すも
のとして策定したものです。９市町村の総
合計画・広域圏計画などを踏まえて策定し
ており、合併特例法に基づく財政支援措置
を導入するための前提となります。
＜計画の期間＞
　平成16～26年度（合併後11カ年度）

「第８次鳥取市総合計画」
　「新市まちづくり計画」の内容とともに
９市町村の歴史･文化･まちづくりを継承
た合併後初の総合計画となります。地方
自治新時代にふさわしい自立した自治体
として、また、山陰初の特例市としてさ
らなる飛躍に向けて、めざすべき姿とそ
の方策を明らかにします。
＜基本構想の期間＞
　平成 18～ 27年度（10年間）
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政
基
盤
と
市
民
の
満
足
度
の
高
い
行

政
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

合
併
時
に
、
旧
町
村
の
首
長
、
助

役
、
収
入
役
、
教
育
長
（
29
人
↓
５

人
）
や
議
員(

１
４
０
人
↓
44
人)

の
人
員
減
に
よ
り
、
特
別
職
の
報
酬

は
年
間
５
・
３
億
円
の
削
減
に
な
り
、

こ
れ
ら
の
財
源
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
・
向
上
や
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
本
市
を
取
り
ま
く
財
政

状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
本
年

度
は
職
員
給
与
を
平
均
４
・
２
％
カ

ッ
ト
し
、
人
件
費
４
・
２
億
円
の
削

減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ先　
市役所本庁舎行財政改革推進課
 （0857）20-3164

　平成 14年度以降、行政評価システム、財務会計シ
ステム、文書管理システムの導入をはじめ、市政提
案制度の実施、ＩＳＯ 9001 の認証取得など、行財
政運営の適正化・効率化を図る取り組みを進めまし
た。その結果、日本経済新聞社と日経産業消費研究

所が隔年で実施している、「全国市区の行政革新度調査」
2004 年度調査では、全国の 718市区中、本市は 75位
と、上位に位置付けられています。特に、「市民参加度」
は 18位で、9段階評価の第 2段階のＡＡ評価と高く評
価されています。
　また、東洋経済新報社の2005年版「都市データパック」
での住みよさランキングでは、全市区中 85位、北九州
都市協会が全国主要都市 54市を対象にした住みよさラ
ンキングでは 7位にランキングされました。

　旧気高町で図書館行政の委員を10年間務め、
まちに図書館がほしいと思い続け、2年前に、小
さいけれどたくさんの人の思いのつまった温か
い図書館ができました。そして、市立中央図書
館が整備され、ネットワークでつながったこと
がとてもうれしく思います。ただ、残念なのは、
利用者が一定の人に限られているのではという
ことです。以前視察に行った図書館の司書が「リ
クエストされた本について“ありません”と答
えたことはありません」と話されたことが印象に
残っていますが、本当にこの言葉のとおり、どん
な要望にも気軽に対応してくださいます。また、
図書館って難しい本ばかりでなんとなく敷居が
高いように思っていらっしゃる人がいるかもし
れませんが、雑誌なども揃えてあり、とても楽
しいところです。そういったことをどんどんと
発信して、合併によって図書館をたくさんの人
に知っていただきたいと思います。

池本紀子 さん
いけもと・のりこ　61歳 
気高町下坂本

たくさんの人に
図書館を知ってほしい

行
革
度 

ラ
ン
キ
ン
グ

全国 718 の市区中 75 位
「全国市区の行政革新度調査」2004年度調査

　　

来
年
度
の
指
定
管
理
者
制
度
の
本

格
導
入
、
外
郭
団
体
の
再
編
見
直
し

な
ど
を
推
進
し
、
少
な
い
費
用
で
大

き
な
効
果
を
出
せ
る
よ
う
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
主
財
源
の
確
保
は
も

と
よ
り
、
定
員
適
正
化
計
画
を
早
期

に
策
定
し
、
計
画
的
な
職
員
の
削
減

に
努
め
ま
す
。

　

補
助
金
の
整
理
合
理
化
方
針
に
基

づ
き
、
各
種
補
助
金
の
見
直
し
を
図

り
、
補
助
金
お
よ
び
団
体
等
支
援
の

原
点
に
戻
っ
て
、
各
種
団
体
な
ど
の

自
主
・
自
立
的
な
取
り
組
み
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
残
高
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
る
減
債
基
金
と
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
末
に
お
け

る
合
計
残
高
の
目
標
を
10
億
円
と

し
、
災
害
な
ど
の
突
発
的
な
財
政
需

要
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
財
政
構
造

の
転
換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

計
画
的
な
職
員
の
削
減
と

各
種
補
助
金
の
見
直
し

スタートから 1年合併合併
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本
年
度
は
、
合
併
後
初
め
て
の
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す

「
第
８
次
鳥
取
市
総
合
計
画
」
を
策

定
す
る
年
で
す
。
観
光
産
業
の
振
興

や
新
し
い
農
林
水
産
業
の
振
興
、
環

境
を
テ
ー
マ
と
し
た
都
市
づ
く
り
、

地
域
文
化
の
振
興
、
定
住
対
策
の
促

進
な
ど
、
10
の
テ
ー
マ
を
「
夢
が
あ

り
誇
り
の
も
て
る
20
万
都
市
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
掲
げ
、
具
体
化

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
計

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
ワ

ー
キ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
新
し
い
手
法
に
よ
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
策
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　　　

本
市
は
、
各
地
域
の
特
色
あ
る

観
光
資
源
、
歴
史
・
文
化
、
特
産

品
・
地
場
産
業
な
ど
の
魅
力
あ
る
資

源
を
数
多
く
有
す
る
都
市
に
な
り
ま

し
た
。
合
併
後
の
鳥
取
市
が
、
自
然

環
境
、
住
環
境
、
都
市
機
能
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
都
市
と
し
て
、
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
山
陰
を
リ
ー
ド
す
る
日
本

海
地
域
有
数
の
快
適
・
環
境
都
市
と

し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
誇

り
の
も
て
る
ふ
る
さ
と
に
な
る
よ

う
、
総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
く
中

で
、
今
後
の
発
展
の
方
向
性
を
明
確

に
打
ち
出
し
て
い
き
ま
す
。

　　　

第
８
次
鳥
取
市
総
合
計
画
は
、
現

在
、
基
本
構
想
（
案
）
と
基
本
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
、
市
民
政
策
コ
メ

ン
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

各
分
野
に
お
け
る
具
体
的
な
数
値

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
た
総
合
計
画
を
策
定

第
３
章

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す

第
８
次
鳥
取
市
総
合
計
画

具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し

戦
略
的
に
取
り
組
む

目
標
を
設
定
し
、「
選
択
と
集
中
」

と
い
っ
た
都
市
経
営
の
視
点
か
ら
各

種
事
業
の
緊
急
性
、
事
業
効
果
な
ど

を
十
分
吟
味
し
た
う
え
で
総
合
計
画

に
位
置
付
け
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
21
世
紀
の
発
展
を
支
え
る

人
づ
く
り
の
観
点
や
、
高
速
道
路
姫

路
鳥
取
線
、
山
陰
道
、
鳥
取
・
豊
岡
・

宮
津
自
動
車
道
の
開
通
を
念
頭
に
置

き
、
合
併
に
よ
る
効
果
を
活
か
し
て

新
た
な
都
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

   保育園に 2人の子どもを預けていますが、合
併して保育園の開園時間が、午前 7時 30 分に
早まりとても助かっています。これまでは、下
の子が熱を出すと、私が看病のため仕事を休み、
普段出勤時間の早い夫が上の子を連れていくの
ですが、開園時間に合わせるため仕事に遅れて
しまうこともありました。今ではそれが解消さ
れ、とても助かっています。また、延長保育の
申請書も必要がなくなりました。その上、保育
料も安くなり経済的にも助かっています。
   この合併で、子どもの預け先が広がり、勤務
先や勤務時間などライフスタイルに合わせた保
育園の選択肢が増えたことは、私たち夫婦のよ
うな共稼ぎの家庭にとって、生活に幅やゆとり
が持てることとなり、とても良いことだと思い
ます。そして、希望どおりの保育園に入園でき
る受け入れる体制が整えば、もっといいですね。

森田真美 さん
もりた・まみ　30歳 
河原町北村

保育園の選択肢が
増えた

各
地
域
の
特
色
を
活
か
し

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
に

青谷町長尾岬付近の上空から鳥取市を望む
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　10月 1日（土）、市制施行116周年・特例市移
行記念式典を開催し、今年度の市政功労者の表彰
と特例市への移行を記念して講演会を行いました。
　式典では、竹内市長が「本市の発展にご尽力いた
だいた皆様方に深く敬意と感謝を申し上げるととも
に、山陰初の特例市となり、今後とも大きく、力強
く発展していくために、一層のご支援、ご協力を賜
りますようお願い申し上げます」とあいさつ。
　その後、一般功労者53人、自治功労者16人に
表彰状と記念品が手渡されました。また、平成16
年秋および平成17年春の叙勲、褒章受章者37人
には、その功績をたたえ、記念品が贈られました。

一
般
表
彰

〔
消
防
功
労
〕

森
尾 

平
一

相
良 

正
人

樋
片 

繁
光

〔
自
治
会
功
労
〕

岡
﨑 

友
光

井
口 

博
一

武
田 

恭
明

濱
澤 

久
雄

〔
交
通
功
労
〕

伹
住 

哲
嗣

森
本 

雅
久

山
根 

忠
和

尾
崎 

信
雄

岸
田 　

男

山
口 　

敏

田
中 

源
一

亀
崎 

敬
一

〔
社
会
福
祉
功
労
〕

清
水 

晴
夫

柳
川 　

覺

福
田 　

博

出
谷 

美
智
子

坂
根 

篁
子

藤
井 

久
美

宮
本 

幸
子

中
林 

和
幸

長
田 

一
太
郎

岸
本 

義
晴

小
林 

一
夫

松
本 

貞
義

青
木 　

健

村
田 

憲
藏

平
成
17
年
度
の
市
政
功
労
者
は

次
の
み
な
さ
ん
で
す
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

中
村 

和
幸

井
関 

重
俊

漆
原 

芳
正

下
田 

節
子

中
嶋 

正
昭

徳
重 

重
則

井
上 

謹
之
助

森
里 

紀
子

松
岡 

初
江

吉
田 

良
子

田
村 

朝
子

本
村 

と
め
子

〔
産
業
功
労
〕

水
野 

一
水

今
井 

陸
雄

谷
口 

譲
二

森
田 

桂
一

八
百
谷 

富
久
巳

佐
々
木 

省
治

〔
保
健
衛
生
功
労
〕

岡
本 

良
子

馬
淵 　

優

松
下 

理
一

安
木 

誠
規

〔
社
会
教
育
功
労
〕

岩
井 

一
征

中
村 

憲
雄

自
治
功
労
表
彰

〔
市
議
会
議
員
〕

国
富 

三
郎

谷
口 　

満

村
山 

洋
一

山
﨑 

健
一

上
杉 

栄
一

下
村 

佳
弘

湯
口 

史
章

河
村 

行
康

〔
農
業
委
員
〕

山
口 

三
子
夫

田
中 

光
男

堀
尾 

直
行

〔
体
育
指
導
委
員
〕

田
中 　

稔

東
田 

俊
暢

谷
繁 

富
雄

本
荘 

昭
教

中
原 

八
千
代

 市政功労者 69 人を表彰
 山陰初、特例市へ移行

問い合わせ先　市役所本庁舎総務課
　　　　　　  （0857）20-3102

第
４
章

ふ
る
さ
と
鳥
取
市
の
一
体
感

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　　

本
市
で
は
、
市
民
は
都
市
経
営
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
認
識
の
も
と
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
が
拡
大
し
た
こ
と
に

伴
い
、
薄
れ
が
ち
に
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
意
識
を
再
構
築
し
、「
自
助
」、

「
共
助
」、「
公
助
」
の
考
え
方
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
あ
わ
せ
も
つ
「
自
立
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
が
成
長
す
る

よ
う
、
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ざ
ん
か
会
館
内
の
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
と
っ
と
り
」
で
は
、
市
民
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
活
動
団
体
の
自
立
を

目
指
す
研
修
会
や
相
談
会
な
ど
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
活
動
団
体

の
支
援
・
育
成
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
参
画
を
促
進
す
る

た
め
、
市
の
事
業
を
委
託
・
助
成
す

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
推
進

る
団
体
な
ど
に
対
し
、｢

行
政
サ
ー

ビ
ス
参
入
登
録
制
度｣

の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
「
個
性
」
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
住
民
が
主
体
的
に

地
域
づ
く
り
に
参
画
し
、
地
域
の
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
合
併
に
と
も
な
い
、
よ

り
一
層
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
重
視

し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
、

本
年
度
か
ら「
自
治
会
活
動
補
助
金
」

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、「
自
治
会

活
動
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金
」
を

創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
の
地

域
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
区
公
民
館

や
集
会
所
の
整
備
・
充
実
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
市
町
村
間
に
お
い
て
、

自
治
会
組
織
の
体
制
に
違
い
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
面
は
現
行
の
組
織
体

地
域
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
重
視

スタートから 1年合併合併
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　今のところ、よくなったことも悪くなったこ
ともあまりありませんが、普段の暮らしの中で
感じることは、ゴミ袋が安くなったこと、また
ゴミ収集の方が以前より親切になったことです
ね。役所の用事は、総合支所で十分間に合って
いますが、支所の職員数が減りサービスが低下
しないかと少し心配しています。市報の発行は、
旧青谷町のときは月 1回だったのが 2回にな
り、内容も鳥取市全域のことがきめ細かく掲載
されています。
　これからは、住民も今までのように行政頼み
だけではいけませんし、知恵をしぼらなければ
と考えます。老人クラブの会長をしていますが、
我々が健康で元気にいることが、最大の社会貢
献だと、常々会員に言っています。
　現在は、合併 1年目で不自由を感じていま
せんが、今後 2、3年先が正念場です。現在の
サービスを続けていただけるよう望みます。

尾崎昭雄 さん
おさき・あきお　76歳 
青谷町青谷

合併して
２、３年先が正念場

湯谷美咲 さん
ゆたに・みさき　国府東小学校6年 
国府町中河原

たくさんの人と
交流ができるように

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

市
民
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
に

制
と
し
ま
す
が
、
自
治
連
合
会
組
織

の
統
合
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
「
自
治
会
活
動
活
性
化
支
援
事
業
」

の
う
ち
、「
き
ら
め
く
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
個
性
あ
る
地

域
づ
く
り
や
地
域
課
題
へ
の
対
応
な

ど
、
特
色
あ
る
活
動
が
実
施
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
運
動
会

な
ど
身
近
な
地
域
活
動
を
継
続
・
実

施
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
集
会
所
補
助
金
」
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
申
請

が
あ
り
、
地
域
活
動
の
核
施
設
と
し

て
整
備
・
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
安
定
的
で
持
続
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、

思
い
切
っ
た
改
革
を
行
い
、
長
期
的

に
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立

と
将
来
に
わ
た
る
地
域
活
性
化
の
実

現
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
ま

す
。

　

合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
人
件
費
や
物
件
費
の
大

幅
な
削
減
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

特
例
市
へ
の
移
行
に
よ
る
権
限
移
譲

な
ど
に
と
も
な
い
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
ま
ち

づ
く
り
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根

づ
い
た
特
色
あ
る
伝
統
・
文
化
行
事

も
、
新
市
の
取
り
組
み
と
し
て
広
く

情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加

者
も
増
え
、
継
承
、
発
展
す
る
方
向

で
実
施
で
き
、
新
市
の
一
体
化
も
着

実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

20
万
人
の
鳥
取
市
民
が
、
各
地
域

の
良
さ
や
課
題
を
相
互
に
理
解
し
、

鳥
取
市
民
と
し
て
一
体
感
を
も
つ
と

と
も
に
、
本
市
が
、
今
後
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
発
展
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
全
て
の
市
民
に
と
っ
て
誇
り
の

も
て
る
ふ
る
さ
と
と
な
る
よ
う
、
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
引
き
続
き
、

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　陸上大会や水泳大会など、今までは岩美郡で行
われていましたが、合併してからは鳥取市の大会
になって、今まで以上にたくさんの人と交流がで
きるようになり、友だちが増えました。また、お
ばあちゃんと一緒に、「東部わかとり会」の連で
しゃんしゃん祭に参加するようになって今年で3
回目ですが、今年は今までの中で観客の人がいち
ばん多くて、踊るのがうれしかったです。10月
の「万葉集朗唱の会」では、旧市内の人も参加し、
詠い方もいろいろで楽しかったです。
　今年 8月にあった市役所見学会に参加して
印象に残っているのが、駅南庁舎にある中央図
書館です。私は本が好きで、国府町中央公民館
の図書室へはよく行きますが、その何 10倍も
の広さに、たくさんの本が置いてありました。
　また、来年 4月には、国府でもケーブルテ
レビが見ることができるようになるので、今か
らとても楽しみにしています。
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　市民のみなさんから募集したところ、多数のご応募をいた

だきありがとうございました。市民の代表で構成する鳥取市

市民歌等策定委員会で検討を進め、このたび、次のとおり制

定しました。

新たな「鳥取市の木」、「鳥取市の花」、
「鳥取市民歌」を制定しました。

市
の
木
「
サ
ザ
ン
カ
」

市
の
花
「
ら
っ
き
ょ
う
の
花
」

問い合わせ先 市役所本庁舎総務課
　　　　　　  （0857）20-3102

鳥取市民歌
作詞　応募のあった31作品（24人）の中から、
新しい鳥取市の豊かな自然、歴史、文化、未来
への夢や祈りが歌い込まれた安定感のある詞と
して、伊

い

藤
とう

　學
まなぶ

さん（鳥取市在住・57歳）の
作品が選ばれました。

作曲　応募者45人（最終応募曲数38曲）の
作品の中から、美しく伸びやかなメロディーで、
歌いやすく、市民に親しまれやすい曲として、
山
やま

根
ね

万
ま

里
り

さん（鳥取市在住・45歳）の作品が
選ばれました。

応募総数　363通　
得票順位　1位（105通）

　鳥取市が全国に誇る「鳥取
砂丘」の畑を、10 月から 11
月初旬にかけて赤紫のじゅう
たんで覆います。らっきょう
は、江戸時代の参勤交代の折
りに鳥取に持ち帰られたのが
最初とされ、今では、市を代
表する特産品のひとつです。

応募総数　376通　
得票順位　1位（66通）

　昭和 18 年の大震災、昭和
27年の大火災で市街地の緑を
ほとんど失った鳥取市に緑を
取り戻そうと、昭和43年に「鳥
取市の木」とされたサザンカ
は、年間を通じてまちを緑で
潤し、山陰の厳しい冬に花を
咲かせます。

　豊かな自然の中で、歴史・
文化を守り後世に伝えてい
き、そしてみんなでふれ合
っていける鳥取市を表現し
ました。

　作っていただいた歌詞の
中の言葉一つひとつを大切
にしながら、作りました。
たくさんの方に歌っていた
だきたいですね。

伊い

藤と
う　

學
ま
な
ぶ 

さ
ん

山や
ま

根ね

万ま

里り 

さ
ん

鳥取市民歌

スタートから 1年合併合併
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鳥取大学

ハンググライダー部

シリーズ

40

シリーズ

44

ん
の
表
情
は
い
か
に
も
幸
せ
そ
う
。

　　　

ま
っ
た
く
の
初
心
者
だ
っ
た
加

味
根
さ
ん
は
、
５
年
前
の
４
月
に

入
部
後
、
砂
丘
で
練
習
を
繰
り
返

し
、
そ
の
半
年
後
の
９
月
、
霊
石

山
で
の
初
フ
ラ
イ
ト
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
テ
イ
ク
オ
フ
は

な
か
な
か
飛
び
出
せ
な
く
て
、「
ち

ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
連

続
。
し
か
し
、飛
ん
で
み
る
と「
自

分
の
下
に
景
色
が
あ
る
の
が
不
思

議
。
車
が
ミ
ニ
カ
ー
の
よ
う
で
し

た
。
こ
の
日
見
た
夕
日
は
、
今
で

　

果
て
し
な
く
続
く
大
空
を
、
自

由
に
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
鳥
た
ち

の
よ
う
に
な
っ
て
み
た
い
と
、
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

ん
な
夢
を
実
現
し
て
い
る
「
鳥
取

大
学
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
部
」
の

み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
部

員
数
は
女
性
４
人
、
男
性
３
人
の

計
７
人
。
学
年
、
学
科
、
出
身
地

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

入
学
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、「
部

員
募
集
」
の
立
て
看
板
に
張
ら
れ

て
い
た
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
に
魅
せ

ら
れ
、
入
部
し
た
部
長
の
加
味
根

さ
ん
は
、
京
都
出
身
の
獣
医
学
科

６
年
生
。「
広
大
な
鳥
取
砂
丘
は
ど

こ
ま
で
行
っ
て
も
ぶ
つ
か
る
も
の

の
な
い
、
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

練
習
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で

す
。
一
方
、
フ
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト

の
霊
石
山
も
、
日
本
海
か
ら
吹
き

上
げ
る
風
が
上
昇
気
流
に
な
る
の

で
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
は
絶
好

の
エ
リ
ア
。
ど
ち
ら
も
大
学
か
ら

そ
う
遠
く
な
い
の
で
、
す
ぐ
練
習

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ん

な
に
恵
ま
れ
た
環
境
は
日
本
全
国

で
、
鳥
取
だ
け
」
と
、
加
味
根
さ

も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
」と
、

当
時
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
と
き
か
ら
空

を
飛
び
た
い
と
思
い
続
け
て
い
た

砂
原
さ
ん
の
初
フ
ラ
イ
ト
は
、
テ

ン
シ
ョ
ン
が
あ
が
り
っ
ぱ
な
し
で

「
世
界
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

ー
っ
！
」
と
思
わ
ず
叫
ん
で
い
た

と
の
こ
と
。

　

ハ
ン
グ
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
魅
力

に
つ
い
て
２
人
に
お
聞
き
す
る

と
、「
空
を
飛
ぶ
っ
て
ふ
つ
う
の

感
覚
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
そ
の
た

び
に
風
が
違
っ
て
い
て
、
上
昇
気

流
を
探
し
な
が
ら
上
空
に
上
が
っ

て
い
く
の
で
す
が
、
ま
さ
に
風
に

左  加味根  あかりさん
  Akari  Kamine

右 砂 原 孝 美 さん
　  Takami Sunahara

空を飛びたい
どこまでも遠くへ

鳥
取
は
、
空
を
飛
ぶ
の
に

最
高
の
ま
ち

自
分
の
下
に
景
色
が
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乗
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
た
ま

ら
な
く
好
き
」
と
口
を
揃
え
て
話

さ
れ
ま
す
。

　

平
均
滞
空
時
間
は
１
時
間
、
最

高
で
７
時
間
ぐ
ら
い
。
優
雅
に

空
を
飛
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え

る
ハ
ン
グ
グ
グ

ラ
イ
ダ
ー
で
す

が
、
１
機
の
重

さ
は
約
28
㌔
も

あ
り
、
彼
女
た

ち
は
こ
れ
を
１

人
で
移
動
さ
せ

ま
す
。「
砂
丘

で
持
ち
運
び
し

て
い
る
う
ち
に
、
自
然
に
筋
力
が

つ
い
て
い
る
の
か
も
」。
ま
た
、

機
材
の
購
入
費
用
も
高
く
、「
土

曜
、
日
曜
は
練
習
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
以
外
の
平
日
は
授
業
の
後

に
、
バ
イ
ト
で
必
死
に
稼
い
で
い

ま
す
」
と
苦
笑
い
。

　

ハ
ン
グ
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
仲

間
と
い
っ
し
ょ
に
山
の
上
ま
で
用

具
を
運
ん
だ
り
、
着
陸
場
所
へ
迎

え
に
行
っ
た
り
と
１
人
で
は
で
き

な
い
ス
ポ
ー
ツ
。
ま
た
、
危
険
を

と
も
な
う
の
で
仲
間
と
の
信
頼
関

係
も
大
切
で
す
。

　

砂
原
さ
ん
は
テ
イ
ク
オ
フ
に
失

敗
し
、
山
に
突
っ
込
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
高
さ
が
20
㍍
あ
る
木

に
、
２
時
間
ほ
ど
ぶ
ら
下
が
っ
た

ま
ま
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
み
ん
な

が
い
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
絆
に

支
え
ら
れ
、
そ
ん
な
に
怖
く
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
砂
原
さ
ん
。

　

練
習
以
外
に
も
、
大
会
や
ツ
ア

ー
な
ど
で
全
国
各
地
へ
遠
征
に
行

く
こ
と
が
多
い
の
で
、「
仲
間
は
い

ち
ば
ん
深
い
仲
」
と
胸
を
張
る
加

味
根
さ
ん
。
部
員
の
み
な
さ
ん
は

「
お
と
な
し
そ
う
な
外
見
と
は
裏
腹

に
大
変
情
熱
的
で
、
負
け
ん
気
の

強
さ
と
根
性
は
ピ
カ
イ
チ
。
頼
れ

る
先
輩
で
す
」
と
、
評
価
し
ま
す
。

　

加
味
根
さ
ん
は
、
今
年
の
５
月

に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
日
本
選

手
権
女
子
の
部
で
見
事
優
勝
を
納

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
10
月
か
ら

は
、
ハ
ン
グ
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
部
の

仲
間
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
に
も
出
演
中
で
す
。

　
「
大
好
き
な
鳥
取
の
ま
ち
を
、

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
こ
れ
か
ら
も

飛
び
続
け
た
い
。
目
標
は
、
霊
石

山
か
ら
鳥
取
砂
丘
ま
で
飛
ぶ
こ

と
」
と
、そ
の
瞳
の
向
こ
う
に
は
、

す
で
に
次
の
フ
ラ
イ
ト
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
よ
う
。　

砂丘は格好の練習場、入念にチェック

いなば

ぴょんぴょんネット

自主制作番組『とっとりウオーキング』【放送】毎週水

手話番組『手話でコミュニケーション』【放送】毎週金・土

静止画文字情報『鳥取市からのお知らせ』

農業番組『いなばアグリタイム』【放送】毎週火・木

鳥取市行政番組
『こんにちは鳥取市です』　【放送】毎週金・土

《11月の番組ガイド》

【今月の特集】

　収穫に感謝する「自然のめぐみ感謝祭」のほか、
しめ縄飾りやおせち料理など、正月準備が始まった
模様をリポートします。

イベント・募集・相談などの
各種お知らせを、番組と番組
の間に、繰り返し放送します。

ＣＡＴＶ

ケーブル

テレビ

・全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク鳥取２００６」
・姉妹都市交流（福島県郡山市）
・市民参画フォーラム　
・いい歯の日
《放送時間》
① 6：30 ② 7：30 ③ 8：30 ④ 9：30 ⑤ 10：30
⑥ 11：30 ⑦ 12：30 ⑧ 13：30 ⑨ 17：30 ⑩ 18：30
⑪ 20：30 ⑫ 21：30 ⑬ 22：30

　市内各地区の公民館まつりや、地域のお年寄りと
子どもたちのふれあい行事を紹介します。

　鳥取市の各種行事やお知らせを手話で紹介しま
す。また、手軽な手話講座「やさしい手話」をお送
りしています。

情報をお寄せください！
　いなばぴょんぴょんネット　 （0857）22ー6111

※放送予定は予告なく変更することがあります。
　番組はホームページでも紹介しています。
　http://www.inabapyonpyon.net

※『いなばアグリタイム』、『とっとりウオーキング』も同様です。

※平成 18 年４月のサービス開始に向けて、現在、鳥取市全
　域のCATV網の整備が進められています。

　鳥取市の施策や事業の
取り組み状況、各種行事、
お知らせを紹介します。

スポーツ・レクリエーション
フォークダンス競技

【特別番組】合併 1周年記念『とっとりきらめき祭』

　地域にきらめく文化を一堂に結集して開催される、『ふ
るさと鳥取の伝統芸能』の模様を中心に録画放送します。

信
頼
関
係
で
結
ば
れ
た

仲
間
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information

「中ノ御門」　復元イメージ

鳥取城を考える
第４回史

し

跡
せ き

鳥
と っ

取
と り

城
じょう

跡
せ き

附
つけたり

太
た い

閤
こ う

ケ
が

平
な る

保存整備基本計画検討委員会

　

鳥
取
城
跡
の
整
備
方
針
を

明
確
に
す
る
た
め
、
昨
年
度

設
置
さ
れ
た
基
本
計
画
の
検

討
委
員
会
が
９
月
30
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
次
の
よ
う
な
点

に
つ
い
て
方
向
づ
け
が
な
さ

れ
、
基
本
計
画
の
概
要
が
具

体
化
し
て
き
ま
し
た
。

市役所本庁舎文化財課
　 （0857）20-3367
（0857）21-1594

電子メール kyo-bunka@city.tottori.tottori.jp

お笑い健康道場
　　　カルチャー教室の開催案内と初動負荷トレーニングの中止について

　

お
笑
い
健
康
道
場
で
は
、
左
記
の
日

程
で
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
に
興
味
を
お
持
ち
の
み
な

さ
ん
、
職
場
や
ご
近
所
の
人
を
さ
そ
っ

て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

お笑い健康道場　 （0857）39-2030

　

ま
た
、委
員
か
ら
は
、「
す
で
に

か
な
り
失
わ
れ
て
い
る
『
周
辺

の
景
観
に
配
慮
し
た
整
備
』
で

は
な
く
、
む
し
ろ
『
周
辺
景
観

の
醸
成
に
寄
与
す
る
整
備
』
で

あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
積
極
的

な
提
言
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
な
議
事
内
容
に
つ
い
て

は
鳥
取
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
委
員
会
は
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

も
検
討
の
状
況
を
傍
聴
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

12
月
２
日
（
金
）
午
前

９
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
庁
舎
５

階　

第
１
会
議
室

　

当
道
場
で
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

『
初
動
負
荷
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
は
、
派

遣
元
の
意
向
に
よ
り
指
導
員
派
遣
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら

中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
お
ら

れ
た
み
な
さ
ま
に
は
、
深
く
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
代
わ
る
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

教　室　名 実　施　日 対　象 定員

健康カラオケ教室 毎週火曜日、金曜日
午前10 時～12 時 40 歳以上 20人

程 度

シルバー英会話教室 毎週月曜日
午前10 時～12 時 50 歳以上 30人

程 度

マ ジ ッ ク 教 室
毎月第1・第 3日曜日
午前10 時～12 時
（ただし３カ月を１期とする）

40 歳以上

15人
程 度

お 笑 い 教 室 毎月第 4土曜日
午前10 時 30 分～12 時 30人

程 度
レクリエーション教室 毎月第 2日曜日

午前10 時～12 時

第
５
回
検
討
委
員
会
の
開
催

着
手
可
能
な
場
所
か
ら
整
備

し
て
い
く
こ
と

基
本
計
画
で
の
既
存
施
設
の

扱
い
に
つ
い
て
は
今
後
委
員

会
で
検
討
す
る

大
手
筋
（
現
在
の
鳥
取
西
高

へ
の
導
線
）
に
つ
い
て
は
、

門
・
橋
・
土
塀
な
ど
の
復
元

の
可
能
性
が
高
く
、
整
備
の

優
先
度
が
高
い

二
の
丸
の
櫓

や
ぐ
ら

群
に
つ
い
て
は

市
民
の
要
望
が
高
く
、
将
来

的
な
復
元
を
視
野
に
入
れ
た

調
査
の
必
要
性
な
ど
を
基
本

計
画
に
取
り
入
れ
る

中
世
の
遺
構
に
つ
い
て
も
調

査
し
、
将
来
的
に
整
備
方
針

を
策
定
す
る

管
理
の
一
元
化
、
運
営
を
視

野
に
入
れ
た
組
織
づ
く
り
を

検
討
す
る

「中ノ御門」　復元イメージ

※カルチャー教室はすべて会員制ですので、入会を希望
する人は上記までご連絡ください。

お わ び

report of conference
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企業の社会的責任について
考えてみませんか

企
業
の
「
社
会
的
責
任
」
が
問
わ
れ

て
き
た
の
は
、
公
害
や
環
境
破
壊
の

問
題
が
深
刻
化
し
て
き
た
１
９
６
０

年
代
後
半
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の
結
果
、

水
質
や
大
気
の
汚
染
な
ど
に
よ
る
「
水

俣
病
」
や
「
四
日
市
ゼ
ン
ソ
ク
」
な

ど
の
公
害
病
が
起
こ
り
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
る
な
ど
、
企
業
の
社
会

的
責
任
が
問
わ
れ
る
時
代
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

公
害
や
環
境
破
壊
の
問
題
と
あ
わ

せ
て
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
企
業
の

社
会
的
責
任
に
人
権
問
題
が
あ
り
ま

す
。　１

９
７
５
年
に
発
覚
し
た
全
国
の

被
差
別
部
落
の
地
名
が
載
っ
た
「
部

落
地
名
総
鑑
」
事
件
は
、
人
権
が
無

視
さ
れ
た
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

「
部
落
地
名
総
鑑
」
を
案
内
す
る

文
書
が
各
企
業
に
送
ら
れ
、
人
事
担

当
部
署
が
購
入
し
て
い
た
と
い
う
事

件
で
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
鳥
取

に
お
い
て
も
購
入
企
業
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
身
元
調
査
に
よ
っ
て
、

部
落
差
別
を
行
う
悪
質
な
事
件
で
あ

り
、被
差
別
部
落
出
身
者
の
就
職
や
、

いのち・愛・人権

両
性
の
合
意
に
基
づ
く
結
婚
を
保
障

し
な
い
な
ど
、
人
権
を
踏
み
に
じ
っ

た
事
件
と
し
て
社
会
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

　　　

こ
の
事
件
を
教
訓
に
企
業
で
は
、

真
剣
に
人
権
・
同
和
問
題
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
人
権
尊
重
の
考
え
を

基
本
に
お
い
た
行
動
規
範
が
多
く
の

職
場
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
内
で
も
企
業
の
経
営
理
念

の
中
に
人
権
尊
重
の
精
神
を
ふ
ま
え

て
、
異
な
る
業
種
の
企
業
が
互
い
に

情
報
を
交
換
し
、
連
絡
を
と
り
あ
い

な
が
ら
、
明
る
い
職
場
づ
く
り
や
人

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
企
業
の
集
ま
り
が
、
鳥
取
市

同
和
教
育
協
議
会
の
企
業
部
会(

企

業
数
：
４
７
５
社)
と
鳥
取
市
同
和

問
題
企
業
連
絡
会(

企
業
数
：
87
社)

で
す
。
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
社
会
的

責
任
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
人
権
・

同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

知
識
を
深
め
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
人
権
・
同
和

問
題
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
調

査
研
究
、
会
員
相
互
の
連
携
や
交
流

な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
企
業
連
絡
会
の
設
立
趣

意
書
に
は
、「
企
業
の
経
営
理
念
の

中
に
人
権
尊
重
の
精
神
を
す
え
る
と

と
も
に
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

解
消
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社

会
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
」
と
あ
り

ま
す
。

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々

へ
の
就
職
の
機
会
均
等
や
雇
用
の
安

定
と
促
進
な
ど
を
確
保
し
、
人
権
尊

重
を
根
本
に
し
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
が
、
明
る
い
職
場
づ
く
り
や
環

境
に
や
さ
し
い
物
づ
く
り
へ
と
発
展

し
、
企
業
の
業
績
の
向
上
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
人
権
問
題
を
積
極
的

に
取
り
組
む
活
動
は
、
国
際
的
に
も

社
会
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。
日
本
経
済
団
体
連
合
会
で
も

Ｉ
Ｓ
Ｏ(

国
際
標
準
化
機
構)

の
手

引
書
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
人
権
の

項
目
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
こ
れ
か

ら
の
企
業
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
ま

す
。企

業
も
私
た
ち
も
身
の
回
り
に
あ

る
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
を
自
ら
の
も

の
と
し
て
と
ら
え
、
差
別
の
な
い
人

権
が
確
立
さ
れ
る
社
会
に
向
け
て
共

に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

337

企
業
と
人
権
問
題

人
権
が
確
立
さ
れ
る
社
会
へ

社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
に

内案ご

■と　き　平成 18年 1月 18日（水）、
　　　　　 19日（木）
■ところ　鳥取県民文化会館小ホール・
　　　　　鳥取市福祉文化会館4階会議室
■主　催　鳥取市同和問題企業連絡会、
　　　　　鳥取市同和教育協議会企業
　　　　　部会・行政関係部会 など
■問い合わせ先　
　　　　　市役所本庁舎人権推進課
　　　　　　  （0857）20-3144

企業同和問題研修会

企業、団体のみなさんは

ご出席ください！
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　10月 10日 ( 月 )、気高町睦逢の大堤で、400年以上の歴史を誇る伝統漁法
「うぐい突き」が行われました。これは 1年に 1回、堤の水抜きにあわせて行
われる行事で、「うぐい」とよばれる竹で編んだ漁具を水中に突き立てて魚を
獲る漁法です。参加者は肌寒い気温のなか、腰まで水につかって奮闘。冷えた
体を、振る舞われた熱々の「うぐい鍋 (鯉こく )」で温めました。

気高町睦
む つ お

逢

　10月12日 (水 )、用瀬町総合福祉センターで、児童文学作家の木村
研さんを講師に「木村研さんと手作りおもちゃで遊ぼう !」が開催されま
した。当日は佐治町、用瀬町の保育園児とその保護者約 80人が参加。
木村さんは「おもちゃ作りは楽しもうとする心がいちばん」と話しながら、
牛乳パックなど身近な素材を利用したおもちゃ作りを実演しました。ど
れも 5～10 分で完成してしまうとあって、終わるころには子どもたちの
まわりはおもちゃでいっぱいになりました。

大盛況「木
き む ら

村研
けん

さんと手作りおもちゃで遊ぼう!」

用瀬町総合福祉センター

　鳥取の秋を彩る風物詩「第 6回鳥取三十二万石お城まつり」が、
8日 ( 土 )・9 日 ( 日 ) の 2 日間にわたり、智頭街道沿いの「き
なんせ広場」一帯で開催されました。祭りのメーンとなった 8日
には、江戸時代の参勤交代を再現した「時代行列」、奴

やっこ

姿の若者
が現代音楽に合わせて踊る「奴踊り」のほか、久松山には「一夜
城」が出現。また、今回初めてのイベントである輿

こし

担ぎ競争「平
成輿合戦」も開催され、大いに盛り上がりました。

よ～っ、決まった !
「鳥取三十二万石お城まつり」

きなんせ広場　ほか

伝統漁法「うぐい突き」

　100 円循環バス「くる梨」へ家庭から排出される植物性廃食用
油を精製したバイオディーゼル燃料を使用する実験運行の開始式
が、10月1日 ( 土 ) に市役所本庁舎玄関前で行われました。燃料
の提供元である鳥取環境大学の古

ふるさわ

澤巖
いわお

学長から手渡されたバイオ
ディーゼル燃料を、竹内市長が「くる梨」へ注入後、運行を開始。
使われる燃料は、軽油にバイオディーゼル燃料を4分の1の割合

で混合したもので、軽油だけの場合と比較し、黒煙が約 40%、粒子状物質が約 20% 減少することが見込まれます。
鳥取市は、地球温暖化防止と循環型社会構築へ今後も積極的に取り組みます。

バイオディーゼル燃料でエコ
「くる梨」廃食用油燃料の使用実験運行開始

市役所本庁舎
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　10月 9日 (日 )、因幡万葉歴史館伝承館で「万葉集朗唱の会」
と「大伴家持大賞表彰式」が開催されました。朗唱の会では、万葉
集に詠

よ

まれた大伴家持の歌475首を、万葉衣装に身を包んだ市内
外から集まった約 260人の参加者が、リレー方式で歌いました。表
彰式では、一般の部、児童生徒の部、絵たんかの部ごとに入賞者
へ賞状と記念品が贈られ、一般の部大賞受賞者の歌を刻んだ石碑
の除幕式も行われました。

万葉時代に思いを馳
は

せて
「万葉集朗唱の会・大伴家持大賞表彰式」

因幡万葉歴史館

　10月 10 日 ( 体育の日 )、佐治小学校体育館で「第 4回町民レクリ
エーションスポーツ祭」が行われました。子どもからお年寄りまで年
齢を問わず、気軽にスポーツに親しもうと毎年行われているこの祭り。
町内を 7組に分けて競い合う「大縄跳び」、「綱引き」などの組対抗種
目と、だれでも参加できる「アームレスリング」などの一般種目に参
加者は気持ちのよい汗をかきました。

「町民レクリエーションスポーツ祭」  
みんなで楽しくいい汗かきました

佐治小学校体育館

　10月 2日 ( 日 )、恒例となっている秋の「鳥取砂丘一斉清掃」が行われ、
約 3千人の参加者が、きれいな砂丘で訪れた人を迎えようと汗を流しま
した。当日は強風に小雨まじりのあいにくの天候でしたが、参加者は砂
丘をくまなく歩き回り、ペットボトルや流木など約 2.8 トンのゴミを拾
いました。みなさん、お疲れ様でした。

鳥取砂丘

　10月 12 日 ( 水 )、西郷保育園の園児 16人が「介護老人保健
施設かわはら」を訪れ、入所者のみなさんと交流しました。園児
たちが歌やダンスを披露したり、手遊びや肩たたきをしたりする
姿に、入所者のみなさんは「かわいい」、「自分のひ孫みたい」と
目を細めることしきり。世代を超えた交流は、入所者のみなさん
にとって忘れられない思い出となり、園児たちにとって貴重な体
験となったようです。

保育園児が介護老人保健施設を訪れ、
入所者と触れ合いました

河原町稲常

秋の「鳥取砂丘一斉清掃」
砂丘も気分もすっきりそう快

　9月 24日 ( 土 )、全国から集まった尺八愛好家 41人が、虚
こ む そ う

無僧
姿で鹿野城下町地区を行脚しました。これは、いんしゅう鹿野町
づくり協議会が企画したもので、今年で 3回目。通りの家々には
ちょうちんの明かりがともり、篝

かがり

火やあんどんが一層雰囲気を盛
り上げる中、集まった観客は虚無僧の奏でる厳粛な音色に聴き入
っていました。

鹿野町鹿野

城下町鹿野で「虚無僧行脚」
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情報ひろば
■各総合支所　
国府 （0857）39ー0555／福部 （0857）75ー2811
河原 （0858）76ー3111／用瀬 （0858）87ー2111
佐治 （0858）88ー0211／気高 （0857）82ー0011
鹿野 （0857）84ー2011／青谷 （0857）85ー0011

　

在
宅
高
齢
者
の
家
族
に
対
し
て
慰

労
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で

「
要
介
護
４
・
５
」
と
認
定
さ
れ
、
過

去
１
年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
年

間
１
週
間
の
短
期
入
所
を
除
く
）
を

利
用
し
て
い
な
い
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族

※
世
帯
分
離
の
場
合
は
、
家
族
も
非

課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

支
給
額　

10
万
円

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅
南
庁
舎

高
齢
社
会
課 

（
０
８
５
７
）20̶

３

４
５
３
／
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

（
上
記
参
照
）

　

各
種
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
に
参
加
が

困
難
な
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
た

め
に
、
講
師
が
障
害
者
宅
や
施
設
に

出
向
い
て
出
前
講
習
を
行
い
ま
す
。

内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
ワ

ー
プ
ロ
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
方

法
な
ど

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
講
習
テ

キ
ス
ト
代
別
途
必
要
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
N
P
O

法
人
岩
美
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ギ
ル
ド 

・

（
０
８
５
７
）
73̶

０
１
１
８　

▽
市
役
所
駅
南
庁
舎
生
活
福
祉
課 

（
０
８
５
７
）20̶

３
４
７
１
／
（
０

８
５
７
）
20̶

３
４
０
６

　

家
庭
で
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入

し
使
用
さ
れ
る
場
合
、
購
入
代
金
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

内
容　

▽
処
理
機
購
入
代
金
の
３

分
の
１
を
補
助
（
２
万
円
を
限
度
）
　

 

▽
今
年
度
か
ら
２
年
間
の
期
間
限
定

で
、予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
に
補
助

※
下
水
接
続
式（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
）

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
満
た
す
市
内

在
住
の
世
帯
主　

▽
市
内
で
使
用
し

て
い
る
こ
と　

▽
自
家
用
で
あ
る
こ
と

申
請
方
法　

▽
領
収
書
（
日
付
、
金

額
、
購
入
品
名
、
販
売
者
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
）
▽
印
鑑　

▽
銀
行

預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）
な
ど

補
助
金
の
振
込
先
の
わ
か
る
も
の
を

持
参
の
う
え
、
生
活
環
境
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
申
請

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
生

活
環
境
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
２ 

１
７
／
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

（
上
記
参
照
）

　

図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
や
雑

誌
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

と
き　

11
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館　

多
目
的
ホ

ー
ル（
鳥
取
市
役
所
駅
南
庁
舎
２
階
）

◆
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
に
ご
協
力
を

　

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本
や
雑

誌
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
中
央
図
書
館
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

持
込
日
時　

11
月
11
日
（
金
）
〜
19

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、15
日（
火
）、17
日（
木
）は

休
館
日
の
た
め
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
中
央
図
書
館 

（
０
８
５
７
）27̶
５
１
８
２

　

千
代
水
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業

に
と
も
な
い
、
保
留
地
の
売
却
を
行

い
ま
す
。

申
込
期
間　

11
月
１
日
（
火
）
〜
14

日
（
月
）

抽
選　

11
月
18
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分　

市
役
所
第
２
庁
舎
５
階

※
申
し
込
み
の
な
か
っ
た
大
面
積
の

土
地
は
、
申
込
期
間
満
了
後
、
分
割

希
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
先　

市
役
所
本
庁
舎
都
市
計
画

課
（
０
８
５
７
）20̶

３
２
７
７

福　祉

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

お知らせ

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
補
助

障
害
者
出
前
Ｉ
Ｔ
講
習
受
講
者

中
央
図
書
館

「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」

所　在 : 鳥取市晩稲・南隈・賀露町地内

番号 面積（㎡）  金 額（円） 番号 面積（㎡）  金 額（円）

1 305 14,121,500 8 10,119 305,593,800

2 5,223 165,569,100 9 1,180 36,226,000

3 346 15,051,000 10 2,716 92,072,400

4 786 26,016,600 11 1,554 54,700,800

5 373 16,635,800 12 354 14,938,800

6 2,857 87,709,900 13 436 16,437,200

7 5,486 142,636,000 14 2,595 73,179,000

土
地
区
画
整
理
事
業

保
留
地
の
公
売
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平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
、
鳥
取

―

東
京
定
期
航
空
便
の
鳥
取
空
港
夜

間
駐
機（
ナ
イ
ト
ス
テ
イ
）が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
東

京
で
の
滞
在
可
能
時
間
が
お
よ
そ
３

時
間
半
増
加
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

全
日
空
予
約
セ
ン

タ
ー
（
０
８
５
７
）
23̶

３
０
３
８

　

現
代
人
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
で

あ
る
「
ス
ト
レ
ス
」
や
、
そ
れ
に
起

因
す
る
「
う
つ
病
」
な
ど
に
つ
い
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

さ
ざ
ん
か
会
館
５
階　

大

会
議
室

内
容　
「
わ
か
り
や
す
い〝
う
つ
病〝

の
は
な
し
」
〜
体
の
不
調
に
悩
ん
で

い
る
方
も
ご
用
心
！
〜

講
師　

山や
ま
し
た下
陽よ
う
ぞ
う三
さ
ん
（
渡
辺
病
院

診
療
部
長
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
（
０
８
５
７
）20̶

３
１
９
５

自
衛
隊
生
徒　

▽
身
分 

特
別
職
国

家
公
務
員 

▽
俸
給 

15
万
２
３
０
０

円　

▽
賞
与　

年
２
回
支
給
（
４
・
４

５
カ
月
分
）
▽
休
暇　

年
次
休
暇

（
24
日
／
年
）
特
別
休
暇
（
夏
季
・

年
末
年
始
な
ど
）

受
付
期
間　

11
月
１
日
（
火
）
〜
平

成
18
年
１
月
10
日
（
火
）

応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子
（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）

一
次
試
験　

平
成
18
年
１
月
14
日

（
土
）　

鳥
取
市
内

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
鳥
取
募
集

案
内
所
（
０
８
５
７
）26̶

４
０
１
９

と
き　

11
月
13
日（
日
）午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

東
部
消
防
局
（
吉
成
）

受
講
対
象
者　

中
学
生
以
上

講
習
科
目　

心
肺
蘇そ
せ
い生
法
の
実
技
指

導
な
ど

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

東
部
消
防
局

（
０
８
５
７
）
23̶

２
３
０
１

　わが国では、少子・高齢化が急速に進んでいます。そ
のため、20から 65歳までの労働人口が減少する一方で、
年金・介護・医療費などの社会保障関係費は増大してい
ますが、これらの公的サービスの財源となっているのが
『税』です。
　税は、私たちが安心して豊かに暮らしていくために各
自が負担する会費といえます。この機会に、一人ひとり
が税の役割について考えてみましょう。

税を考える週間
11月 11日（金）～17日（木）

国際交流プラザからのお知らせ

■と　き　11月12日（土）午前10時～午後1時
■ところ　鳥取市国際交流プラザ（湖山町西一丁目）
■講　師　ダラル・ハリミ  さん
■定　員　10人
■受講料　無料（材料費は自己負担）
■問い合わせ先　鳥取市国際交流プラザ
　　　　　　　　　　　（0857）31-3253

世界の料理教室「パレスチナ料理」

健
康
講
演
会

自
衛
隊
生
徒
採
用
試
験

※どの会場でも参加いただけます。

対 象 地 域 日 時　間 場　　所

用瀬町、佐治町 11月10日(木) 午後 1時 30分
～ 3時

智頭町
総合センター

福部町 11月11日(金) 岩美町
中央公民館

合併前の鳥取市、
国府町、河原町

11月15日(火) 午前 10時～11時 30分
午後 1時 30分
～ 3時

国府町
中央公民館11月16日(水)

気高町、鹿野町、
青谷町 11月18日(金) 午後 1時 30分～ 3時

鹿野町
老人福祉センター

年末調整説明会

■問い合わせ先　鳥取税務署 　（0857）22－2141

特別名誉市民第４号を岩国市長に贈呈

　平成 7年に山口県の岩国市と姉妹都市提携をして、
今年で 10周年となります。
　10月 8日に開催した鳥取市・岩国市姉妹都市提携 10
周年記念式典に際して、来鳥された井原岩国市長に、
竹内鳥取市長から特別名誉市民の称号が贈呈されまし
た。
　この特別名誉市民の制度は、姉妹都市など鳥取市と
の友好親善に多大な功績のあった市の賓

ひん

客
かく

に敬意を表
して称号を贈るものです。

井
いはら

原 勝
かつすけ

介 氏

岩国市長

鳥取⇒東京
292便 7:15- 8:25
294 便 9:45-10:55 
296 便 13:40-14:50 
298 便 17:45-18:55

東京⇒鳥取
293便 7:10- 8:30
295 便 11:45-13:05
297 便 15:35-16:55
299 便 19:40-21:00

新ダイヤでさらに便利に 時
間
半
増
加
し
ま
す
。

鳥取⇒東京

救
命
講
習
会

鳥
取
ー

東
京
航
空
便
ナ
イ
ト
ス
テ
イ

　法人および個人事業者（青色・白色申告）の源泉徴収義
務者を対象に、平成17年分の年末調整説明会を、次のと
おり開催いたします。



In
fo

rm
a

tio
n

20とっとり市報 2005.11.1

テ
ー
マ　

▽
大
豆
加
工
品
の
部
（
豆

腐
、
お
か
ら
、
豆
乳
な
ど
を
使
っ
た

料
理
）　

▽
大
根
の
部
（
旬
の
地
元

野
菜
で
あ
る
大
根
を
使
っ
た
料
理
）

※
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
調
理
を
職

業
と
し
て
い
な
い
人

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
作
品
の
写
真
を
添
付
の

う
え
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で

※
応
募
用
紙
は
市
役
所
本
庁
舎
１
階

総
合
案
内
所
、
市
役
所
第
２
庁
舎
地

産
地
消
推
進
室
、
駅
南
庁
舎
総
合
窓

口
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
公
民
館

に
配
置
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限　

11
月
28
日
（
月
）
当
日

消
印
有
効

選
考
方
法　

▽
１
次
審
査
＝
書
類
選

考　

▽
２
次
審
査
＝
調
理
（
時
間
は

片
付
け
も
含
め
て
75
分
以
内
）

表
彰　

▽
市
長
賞
＝
各
部
１
点

▽
審
査
員
特
別
賞
＝
数
点

応
募
先　

市
役
所
第
２
庁
舎
地
産
地

消
推
進
室 

（
０
８
５
７
）20̶

３
２

２
５
／
（
０
８
５
７
）
20̶

３
０
４

６
／　
（
27
ペ
ー
ジ
左
側
参
照
）

と
き　

12
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

福
部
町
中
央
公
民
館　

調

理
室

講
師　

林
は
や
し　

有ゆ
り里
さ
ん
（
栄
養
士
）

料
理　

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
寿
司
、
き

の
こ
中
華
ス
ー
プ
、
根
菜
の
ゴ
ロ
ゴ

ロ
煮
な
ど

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、

通
学
の
男
性

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

託
児　

要
予
約
（
無
料
）

※
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

幼
児
を
預
か
り
ま
す
。

申
込
開
始　

11
月
１
日
（
火
）
午
前

８
時
30
分
〜

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー「
輝き

な
ん
せ
鳥
取
」（
福
祉

文
化
会
館
内
・
西
町
二
丁
目
）
（
０

８
５
７
）
24̶

２
７
０
４
／
福
部
町
総

合
支
所
市
民
生
活
課
（
14
ペ
ー
ジ
上

記
参
照
）

匠た
く
みに
学
ぶ
男
の
料
理
教
室

師
走
の
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
編

第
２
回
鳥
取
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
作
品 募　集

第２次鳥取県東部ふるさと市町村圏計画

　鳥取県東部ふるさと市町村圏は、鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、
八頭町の1市 4 町で構成されています。
　この第2次鳥取県東部ふるさと市町村圏計画は、基本構想、基本計画、
広域活動計画および実施計画からなり、県東部圏域の現状と課題を踏
まえ、構成市町間の交流と連携を深めながら、個性的で活力ある地域
づくりを推進し、豊かで住みよい一体性のある地
域社会の実現を目的としています。
　この度、基本構想に続いて基本計画の素案を作
成しましたので、住民のみなさんの率直な意見を
お聞かせください。
　なお、基本計画（素案）は、下記の場所に配置

配置場所　

△

東部広域行政管理組合事務局 

△

市役所本庁舎1階総合案内所
　　　　　   

△

市役所駅南庁舎1階総合窓口 

△

各総合支所地域振興課
 　　　　　※ホームページ（麒麟の王国 http://www.east.tottori.tottori.
 　　　　　jp/）にも掲載しています。
提出期限　11月 28日 ( 月 )　
提出方法　様式は問いません。住所・氏名・電話番号を明記のうえ、  
　　　　　  郵送、ファクシミリ、電子メール、持参のいずれかで  
提出・問い合わせ先　鳥取県東部広域行政管理組合事務局総務課
　（0857）20－0293・   （0857）29－2759・　680－0052鍛冶町18－2・
電子メール kikaku@east.tottori.tottori.jp

基本計画（素案）

岩美町

八頭町

若桜町

智頭町

鳥取市

みなさんのご意見をお寄せください
　 平成 16 年分の申告より、
農業所得は、実際の収入から
その経費を差し引く『収支計算』で申告し
ていただくことになっています。
　このため、農家のみなさんは、日ごろか
ら農業に関する全ての領収書、営農通帳な
どを整理して保管し、申告に備えましょう。

■問い合わせ先　市役所駅南庁舎市民税課
                            （0857）20－3417

　10月15日号2ページ、第8次鳥取市総合計画
の市民政策コメント記事中「夢があり誇りのもて
る20万都市づくりビジョン」の数値目標に変更
がありました。変更後の数値は、次のとおりです。

⑥人権尊重都市の実現
例）人権が尊重されている社会と思う市民の割合
18.7％ (H16) → 60%(H27)

掲載記事変更のお知らせ

農業所得申告の
準備をしましょう

【農業所得 】

▽収入…米や野菜などの販売代金、
　　　　 家事消費分など

▽経費…種苗代、肥料代、農薬代、修繕費、
　　　　 燃料代、機械の購入代など
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鳥
取
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
、
鳥
取
社
会
保
険
事
務
所
と
共
催

で
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
、年
金
に
関
す
る
相
談
で
は
、

年
金
手
帳
を
持
参
い
た
だ
く
と
、
年

金
見
込
額
な
ど
具
体
的
に
お
答
え
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
駅
南
庁
舎
１
階　

ロ
ビ
ー

内
容　

▽
年
金　

▽
健
康
保
険
（
労

災
保
険
、
介
護
保
険
を
含
む
）
▽
労

働
問
題
全
般
（
解
雇
、
退
職
、
賃
金
）

な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
社
会
保

険
労
務
士
会
（
０
８
５
７
）
26̶

０
８
３
５

　

鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合

は
、
因
幡
霊
場
の
指
定
管
理
者
を
募

集
し
ま
す
。

資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

※
法
人
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

指
定
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日

（
土
）〜
平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）

要
項
公
開
場
所　

鳥
取
県
東
部
広
域

行
政
管
理
組
合
事
務
局
生
活
環
境
課

（
鍛
冶
町
）

公
開
期
間　

11
月
１
日（
火
）〜
12
月

７
日（
水
）

応
募
方
法　

応
募
書
類
を
持
参

応
募
期
間　

12
月
１
日（
木
）〜
12
月

７
日（
水
）（
午
後
５
時
ま
で
）

◆
現
地
説
明
会

と
き　

11
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

因
幡
霊
場
（
八
坂
）

※
指
定
管
理
者
募
集
の
詳
し
い
内
容

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
東

部
広
域
行
政
管
理
組
合
事
務
局
生
活

環
境
課 

（
０
８
５
７
）26̶

０
５
３

２
／
（
０
８
５
７
）
29̶

２
７
５
９

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.east.

tottori.tottori.jp/

（
麒
麟
の
王
国
）■問い合わせ先　 ▽市役所駅南庁舎保険年金課 （0857）

20－3482 ▽各総合支所福祉保健課（18ページ上記参照）

因
幡
霊
場
の
指
定
管
理
者

社
会
保
険
労
務
士
制
度
推
進
月
間

社
会
保
険
・
労
務
相
談

　同じ月内に同じ医療機関に支払った自
己負担額が、定められた限度額を超える
と、高額療養費として超えた額があとで
払い戻されます。

高額な医療費を支払ったとき

保険証、領収書、印鑑、世帯主の銀行口座番号がわかるも
のを持参のうえ、駅南庁舎１階保険年金課⑰番窓口または、
各総合支所福祉保健課で申請してください。

高額療養費の自己負担限度額

70
歳
未
満
の
人

上 位
所 得 者

一 般

住民税非
課税世帯

139,800 円
（77,700 円）

医療費が 466,000 円を超えた
場合は、超えた分の 1％を加算+

72,300 円
（40,200 円）

医療費が 241,000 円を超えた
場合は、超えた分の 1％を加算+

35,400 円（24,600 円）

70
歳
以
上
の
人

外来
（個人ごと）

自己負担限度額
外来+入院（世帯ごと）

一定以上
所 得 者 40,200 円

一 般 12,000 円 40,200 円
住
民
税
非
課
税
世
帯

低所得者
Ⅱ

8,000 円
24,600 円

低所得者
Ⅰ 15,000 円

72,300 円
（40,200 円）

医療費が 361,500 円を超えた
場合は、超えた分の 1％を加算+

※1　上位所得者とは、国民健康保険料の算定の基礎となる基礎
　　　控除後の総所得金額（世帯全員の所得の合算）が670万円
　　　を超える世帯です。
※2　（　）は過去12カ月以内に4回以上、高額療養費の支給が

あった場合（70歳以上の個人ごとの外来にかかる限度額に
よる支給は除く）の4回目以降の限度額です。

●低所得者Ⅰ・Ⅱの人は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」
が必要となります。

■問い合わせ先　鳥取社会保険事務所 （0857）27－8311
　　　　  市役所駅南庁舎保険年金課 （0857）20－3484

社会保険料控除証明書を
発行します

 　平成 17年分の所得申告から、国民年金保険料の支払金
額証明書の添付が必要になりました。そのため、今年1月か
ら 9月までの支払金額と年内の納付見込額を記載した証明書
ハガキを11月に郵送します。年末調整または確定申告をする
際は、この証明書を添付してください。
　なお、被保険者本人だけでなく家族の支払金額の控除も受
ける場合は、その家族の証明書も添付が必要です。
※新規加入など、今年10月以降に初めて国民年金保険料
を納付する人には、来年 2月に同様の証明書を郵送します
ので、確定申告などにご使用ください。

　全国 23カ所ある相談センタ－の電話ねんきん相談を統合
しました。これにより、空いている相談センタ－に電話がつ
ながり、話し中などでお待ちいただくことが少なくなりまし
た。10月 31日から、下記の番号で年金請求などの相談を受
け付けていますのでご利用ください。なお、一般固定電話で
あれば市内通話料金で利用できます。

《相談受付時間》　午前8時30分～午後5時（土・日・祝日を除く）
《相談電話番号》

▽年金請求などについての相談 ⇒ 0570－05－1165

▽すでに年金受給している人の相談 ⇒ 0570－07－1165

電話ねんきん相談を統合しました

相　談
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平成18年 10月 21日（土）～24日（火）開催

問い合わせ先　全国スポレク祭推進室
（文化センター内・吉方温泉三丁目） （0857）27-8001

　鳥取市では、７種目の種目別大会が開催されます。その種目を知
っていただこうと体験教室を開催します。この機会にみなさんも、
スポレク祭開催種目を体験してみましょう。

開催種目普及事業

と　き　11月20日（日）午後6時30分～
8時 30分（受付：午後 6時～）

ところ　城北体育館（丸山町）
対　象　初心者
参加費　無料
申込方法　当日、直接会場で受付

集募 開催種目普及事業開催種目普及事業

ウオークラリー講習会
と　き　11月20日（日）午前9時～ 10時

（受付：午前 8時～ 8時 30分）
ところ　国府町民体育館前（国府町町屋）
対　象　どなたでも参加できます。　
　　　　※小学生 4年生以下は、保護者同伴
参加費　無料
申込方法　当日、直接会場で受付

テニスの縮小版ともいえ
る競技で、狭い場所でも
気軽に楽しむことがで
き、全国で多くの人がプ
レーしています。

2～ 6人のグループで、
コース図に従い途中準備
された課題をグループで
解きながらゴールし、時
間得点と課題得点の合計
で競う屋外ゲームです。

歩
き
な
が
ら

健
康
づ
く
り

バウンドテニス講習会

スポレク祭開催種目を体験しよう！

　｢女と男の一行詩｣の募集は、家庭・地域・学校・職場などのあら
ゆる場面で、男女共同参画について考えるきっかけとし意識を高めて
いただこうと始めたもので、第1回の今回は、41人のみなさんから
65点の応募をいただきました。厳正な審査を行った結果、最優秀賞
には小学生の部、一般の部から各1作品、優秀賞は各2作品、入選
は一般の部のみ 4作品が選ばれ、10月 2日（日）に市民会館で開
催された ｢女と男とのハーモニーフェスタ｣で表彰を行いました。こ
のうち、最優秀賞と優秀賞の作品を紹介します。

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞

　

い
つ
ま
で
も　

泣
い
て
笑
え
る　

友
が
い
る

　

男
も
女
も　

関
係
な
い
ね

荒あ

ら

お尾　

る
り
さ
ん(

浜
村
小
４
年)　

優 

秀 

賞

　

さ
さ
え
あ
い　

男ひ
と

と
女ひ

と

と
が　

ふ
れ
あ
う
と

　

あ
ふ
れ
る
笑
顔　

い
っ
ぱ
い
に
な
る

　

東と
う
が
み上　

奈な

ほ穂
さ
ん(

浜
村
小
４
年)　

　

男
女
は
ね　

仲
良
く
す
る
と　

気
持
ち
い
い

　

け
ん
か
は
し
て
も　

み
ん
な
友
達

　

小こ

だ

に谷　

祥ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん(

浜
村
小
４
年)　

【
一
般
の
部
】

最
優
秀
賞

　

男
性　

女
性　

そ
の
人
ら
し
さ
を
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｢女
ひと

と男
ひと

の一行詩｣最優秀賞決定！
　たくさんのご応募ありがとうございました。

問い合わせ先　男女共同参画課（福祉文化会館内） （0857）20-3166

尚徳大学作品展
　生涯学習講座尚徳大学では、日ごろの学習
の成果を発表します。
と　き　11月 22日（火）～24日（木）
　　　　 午前９時～午後４時
　　　　 ※24日（最終日）は正午まで
ところ　福祉文化会館 (西町二丁目 )
内　容　絵画、書軸、手芸小物などの作品展示
入場料　無料

と　き　11月 18日（金）～27日（日）
             午前 9時～午後 5時
ところ　特別展示室
入館料　地図作品展のみの入館料は無料

問い合わせ先　尚徳大学事務局
（生涯学習センター内 ) （0857）20-3362

第
７
回

　鳥取県児童生徒の地域地図発表作品を展
示します。また、今から約 200 年前の江戸
時代中期に日本で初めて全国を測量し、日本
列島の地図を完成さ
せた伊

い の う

能忠
ただたか

敬の「伊
能大図」のうち、中国
地域の地図（複製）を
やまびこ館で特別に
公開します。

第
７
回

やまびこ館への招待

問い合わせ先　やまびこ館（上町88）
　　　　　　　　　   　 （0857）23ー2140

と　き　11月 23日（水・祝）
             正午～午後 4時
ところ　鳥取市民会館
内　容　 ▽健康づくりシンポジウム（13：10）
　　         　コーディネーター : 尾

おさき
米
よねあつ
厚さん

　　　　 　 （鳥取大学医学部助教授）
　　　　  ▽健康づくり講演会（14：00）
　　　　　  身近な医学の心得～知っている   
　　　　　  ようで知らない健康の常識～　
　　　　　　講師：松

まつばら

原英
えいた

多さん（医学博士・　
　　　　　    　日本東洋医学会専門医、日本テレビ 「お
                      もいッきりテレビ」レギュラー出演中）
　　　　  ▽健康相談コーナー　 ▽食生活改善
　　　　　　コーナー　 ▽もちつき（正午）
入場料　無料
問い合わせ先　鳥取市中央保健センター
（さざんか会館・富安二丁目） （0857）20ー3191

鳥取市民健康ひろば
みんなで築く健康都市とっとり

鳥取県児童生徒地域地図発表作品展鳥取県児童生徒地域地図発表作品展

第
22
回
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つばさ園
●

あさひ園
●

　●障害者
　　体育センター

　●県営住宅

　● 国立療養所
　　西鳥取病院

　

 

福
祉
人
材  　

研
修
セ
ン
タ
ー
●

○ バス停留所（福祉センター前）

○ バス停留所
（福祉センター前）

　　 バス停留所
 ○（療養所前）

　●
三津白寿苑

　← 米子市 　 鳥取市 →一般県道伏野覚寺線

国道９
号線

　← 末恒駅

　JR 鳥取大学前駅 →

福祉●
会館

厚和寮●

友愛寮●

Ｐ

障害者支援センター
しらはま

労福協まつり！

※日程が変更になる場合があります。
　必ず会場にご確認ください。　

〔　〕は開演時間
（有）は有料　

Convention
コンベンション施設の催し案内

11月イベント／展示／会議

1日（火）
3日（木）
13日（日）

14日（月）
20日（日）
23日（水）

5・6日（土・日）

11日（金）
23日（水）
27日（日）

11～15日（金～火）
22～24日（火～木）

17日（木）

27日（日）

3日（木）
13日（日）
23日（水）

■ 文化ホール　
　

△

第35回アンサンブルペアーズ定期演奏会3日［午後2時30分］（有）
　

△

第 8回とっとり映画祭12・13日［午前10時］（有）
■ 鳥取市民会館
　

△

市民文化祭記念セレモニー、吉
きちげつ

月をどり5日［午前11時］
　

△

第47回鳥取大学マンドリンクラブ定期演奏会26日［午後2時］（有）
■ 県民文化会館
　

△
みんなのダンス発表会～心とからだのharmony～ 23日［午後6時］

　
△

第 30回鳥取市民合唱団定期演奏会26日［午後6時］（有）　 △

第 65回チャーチル会鳥取展22～ 26日［午前10時］　
■ 福祉文化会館
　

△

鳥取華道連合会いけばな展4～7日［午前9時］（有）
　

△

鳥取市文化団体協議会ちょっとふれあって第19回合同作品展11～14日［午前9時］
　

△

群青絵画展25～ 29日［午前9時］
■ 中電ふれあいホール
　

△

第 56回 彩展 13～20日［午前10時］
問い合わせ先　市役所本庁舎文化芸術推進課 （0857）20-3226 と　き　　11月６日（日）　

　　　　　　　　　　午前11時～午後２時　※小雨決行
ところ　　しらはま交流センター駐車場（鳥取市伏野）
内　容　  ▽大抽選会（午後１時30分～）
　　　　　　 ▽地域の特産品テント
　　　　　　 ▽フリーマーケット
　　　　 　 ▽キッズコーナー
　　　　 　 ▽タイムサービス
　　　　　　（午前11時40分、午後0時40分）   など
問い合わせ先　(財)鳥取県労働者福祉協議会東部支部
　　　　　　　　 （0857）27-4188

市 民 文 化 祭

と　き　11月 5日（土）・6日（日）
             午前 9時 30分～午後 2時 30分
ところ　JA鳥取いなば本店駐車場（湖山）
内　容　 ▽イモコン大鍋無料　 ▽ステージイベント　 ▽特
　　　　 産品販売　 ▽各総合支所コーナー　 ▽水産物直売
　　　　  ▽豪華農産物が当たるお楽しみ抽選会
　　　　  ▽ジャンボ巻きずし ▽しいたけ植菌　など

と　き　  11 月 11日（金）　～13日（日）　
ところ　  若桜橋～智頭橋の袋川左岸、きなんせ広場
内　容　 ▽ハンギングバスケット・コンテナガーデンコンテスト
　　　　　 ▽小学生によるキッズガーデン
　　　　　 ▽花と緑のテントバザール
　　　　　 ▽オープンカフェ
　　　　　 ▽コンテスト作品解説ツアー
　　　　　 ▽花の教室　など

問い合わせ先　鳥取商工会議所まちづくり推進課
　　　　　　　   （0857）39-0777

第１５回とっとり自然のめぐみ感謝祭
第２９回農業フェスタ・第１７回イモコンフェスティバル共同開催

問い合わせ先　トットリ・アフトピア協会（市役所第２庁舎
　　　　　　　　農業振興課内） （0857）20-3237

労働者と地域の交流が深まる楽しいイベント満載

■【市民会館】掛出町・ （0857）24－9411

■【文化ホール】吉方温泉三丁目・ （0857）27－5181

■【福祉文化会館】西町二丁目・ （0857）24－6766

■【視聴覚ライブラリー】湖山町西一丁目・ （0857）31－3254

■【パレットとっとり市民交流ホール】弥生町・ （0857）39－2555

とっとりきらめき祭［午後0時 30分］
瑞宝太鼓 INとっとり［午後2時 ］（有）
「モラルやマナー・ルールを大切にする風土（人）づくり事業」
を進める市民集会［午後1時 30分］
鳥取おやこ劇場「ぱぴぷぺぽ劇場 のそのそにょろにょろ」［午後3時30分］（有）
鳥取シンフォニック・ウインズ  第24回定期演奏会［午後2時］（有）
鳥取市民健康ひろば［正午］

アコヤ楽器店2005エレクトーンフェスティバル
［5日午後1時30分、6日午前9時30分］
サクソフォーンとピアノの愉快な仲間たち［午後7時 ］（有）    
第 23回鳥取大学フォークソング部定期演奏会［午後1時30分］（有）    
第 31回千宝会チャリティーショー［午後1時］

鳥取ユネスコ協会 絵でつたえよう「わたしの町のたからもの」絵画展
尚徳大学作品展

ふるさとの映像をみる会　「ふるさと人国記～尚徳館教授
掘  庄次郎～」 ほか［午前10時 30分・午後2時］
子ども映画会「おこんじょうるり」ほか
［午前10時 30分・午後2時］

市民主体のまちづくりフォーラム［午後1時］
ライブT.M.O (T

トットリ

ottori  M
マジック

agic  O
オーケストラ

rchestra)［午後6時］（有）
ハニームードセブン定期演奏会［午後1時］（有）

11月 9日（水）  ～ 15日（火）

・安全装置がついている暖房機器や調理器を使いましょう
・住宅用の火災警報装置、自動消火装置を設置しましょう
・寝具類やカーテンなどは火がつきにくい防炎製品を使い
  ましょう
・調理中に台所を離れるときは、必ず火を消しましょう
・消火器の使用方法を確認しておきましょう

秋の全国火災予防運動

『あなたです　火のあるくらしの　見はり役』

と　き　11月 23日（水・祝）　午後2時～
ところ　こども科学館
対　象　園児、小学生 (小学３年生以下は保護者同伴 )
参加費　無料（要申し込み）
申込先　鳥取市こども科学館 （0857）27-5181

ものづくり教室
鳥取市
こども
科学館

　藩政時代、貧しかった
鳥取の下級武士たちは、

晩しゃくする際に自家栽培の里イモ、安価なコ
ンニャク、イワシの干し物の3品を酒の肴

さかな

とし
ていたそうです。そのイモとコンニャク、干し
イワシから「イモコン・ヒイワシ」が地域の料
理として続いているものです。

クリスマスキャンドル
をつくろう

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す

イモコンって？

とっとりガーデンフェスタ
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問い合わせ先　市役所駅南庁舎児童家庭課 （0857）20-3464 ／各保育園

　平成18年度入園申し込みの受付を行いますので、
保育園または児童家庭課で申込書を受け取り、第1
希望の保育園へ直接申し込んでください。

※上記の表は、平成17年11月1日現在の予定のため、
　変更される場合があります。

区 分 施 設 名 電話番号 所　在　地　 定 員 受け入れ年齢 開所時間 土曜午後
開所時間   備  　　考

市 立 わ か ば（0857）22-2559 吉方温泉一丁目 322 95 おおむね４カ月～ 7：30～ 19：30 ～ 18：00 　
〃 賀 露（0857）28-1344 賀露町北二丁目 2-15 100 〃 7：30～ 18：00 〃 　
〃 美 保（0857）22-6291 吉成二丁目 13-8 180 〃 7：30～ 19：30 〃 子育て支援センター事業
〃 湖 山（0857）28-1573 湖山町南一丁目 825 160 〃 〃 〃 　
〃 みたから（0857）22-4245 寿町 501 110 〃 〃 〃 　
〃 富 桑（0857）22-6209 行徳三丁目 705-1 100 〃 〃 〃 　
〃 倉 田（0857）53-1373 八坂 169 － 1 50 〃 7：30～ 18：00 〃 　
〃 大 正（0857）22-6289 古海 331 － 8 85 〃 〃 〃 　
〃 美 和（0857）53-2645 上味野 545 80 〃 〃 〃 　
〃 湖 南（0857）57-0116 松原 419 － 2 60 〃 〃 〃 　
〃 白 ゆ り（0857）22-5712 面影一丁目 8-16 80 〃 〃 〃 　
〃 津 ノ 井（0857）51-8227 南栄町 17 90 〃 〃 〃 　
〃 豊 実（0857）22-4974 野坂 927 55 〃 〃 〃 　
〃 白 兎（0857）59-1144 伏野 193-5 90 〃 〃 〃 　
〃 城 北（0857）24-3833 松並町二丁目 305 150 〃 7：30～ 19：30 〃 　
〃 千 代（0857）23-7049 江津 730 70 〃 〃 〃 一時保育・休日保育事業

公設民営 松 保（0857）28-0474 布勢 91-1 100 生後 57日目～ 7：00～ 19：00 ～ 19：00 一時保育事業
〃 久 松（0857）36-3636 東町一丁目 208 60 〃 〃 〃
私 立 鳥取みどり（0857）22-2662 立川町五丁目 417 150 〃 〃 〃 子育て支援センター事業
〃 か ん ろ（0857）22-6529 立川町六丁目 172 190 〃 〃 〃 　
〃 あすなろ（0857）23-3565 湯所町二丁目 423-9 90 生後57日目～2歳 〃 〃 ※３歳未満児のみ
〃 賀露みどり（0857）28-1278 賀露町南四丁目 10-3 120 生後 57日目～ 〃 〃 　
〃 さ と に（0857）28-4392 里仁 27 150 〃 〃 〃 子育て支援センター事業
〃 む つ み（0857）22-5004 二階町四丁目 201 180 〃 〃 〃 　
〃 浜 坂（0857）27-7878 浜坂六丁目 4-18 120 〃 〃 〃 　
〃 め ぐ み（0857）27-1310 吉方町一丁目 201 150 〃 〃 〃 一時保育事業
〃 わかば台（0857）52-6126 若葉台南二丁目 205-2 200 〃 〃 〃 　
〃 の ぞ み（0857）53-4250 数津 94-8 120 〃 〃 〃 一時保育事業
〃 よねさと（0857）53-0411 中大路 49-1 150 〃 〃 〃 　
市 立 み や こ（0857）24-8530 国府町中郷 895 120 6 カ月～ 7：30～ 19：00 ～ 14：00 子育て支援センター事業
〃 さ つ き（0857）24-8529 国府町谷 15-2 80 〃 〃 〃 　
〃 い ず み（0857）58-0161 国府町中河原 33 10 3 歳～ 〃 ～ 13：00 ※３歳以上児のみ一時保育
〃 福 部（0857）75-2053 福部町海士 345-1 90 5 カ月～ 7：30～ 19：00 ～ 12：30 子育て支援センター事業
〃 河 原（0858）85-2750 河原町長瀬 45-1 　〃 6カ月～ 7：00～ 19：00 ～ 19：00 　

〃 八 上（0858）85-2277 河原町曳田 740 30 〃 7：30～ 18：00 ～ 13：15 子育て支援センター・
一時保育事業

〃 西 郷（0858）85-2633 河原町牛戸 13-1 45 〃 〃 〃 　
〃 散 岐（0858）85-1788 河原町佐貫 755-6 　〃 生後 57日目～ 〃 〃 　
〃 社 （0858）87-2325 用瀬町安蔵 887-1 　〃 6カ月～ 〃 ～12：15 一時保育事業
〃 用 瀬（0858）87-2657 用瀬町用瀬 831-1 　〃 〃 〃 〃 　　　〃
〃 大 村（0858）87-2943 用瀬町鷹狩 32-1 　〃 〃 7：30～ 18：30 〃 　　　〃
〃 ひまわり（0858）88-0850 佐治町古市 71-5 30 1 歳～ 7：30～ 18：00 ～ 12：30 子育て支援センター事業
〃 ふ た ば（0858）89-1010 佐治町加茂 1545-1 45 〃 〃 〃 　　　
〃 ひ か り（0857）82-0508 気高町宝木 985 120 6 カ月～ 7：30～ 19：00 ～ 19：00 一時保育事業

〃 浜 村（0857）82-0101 気高町八幡 389-7 180 〃 〃 〃 子育て支援センター・
一時保育事業

〃 こ じ か（0857）84-2251 鹿野町鹿野 583-3 45 6 カ月～ 2歳 〃 ～ 18：00 ※３歳未満児のみ
〃 すくすく（0857）85-0430 青谷町青谷 604 230 生後 57日目～ 〃 ～19：00 　　　〃

保保保保保保保保保
育育育
園

入園申し込み

受け付けます！

◆受付期間　12月 1日（木）～20日（火）
◆入園条件　① 鳥取市に居住し、住民登録をしていること。 
② 保護者および同居の家族が、次のいずれかの理由により児童
　 の保育ができないこと。
　 ▽家庭外労働…家庭の外で仕事をしている場合
　 ▽家庭内労働…家庭の中で（児童と離れて）家事以外の仕事を
　　　　　　　　している場合
　 ▽母親の出産など…出産予定日の2カ月前から3カ月後までの間
　 ▽疾病・障害など…病気やけが、または心身に障害がある場合
　 ▽病人の介護…長期にわたり病気または心身に障害のある同
　　　　　　　　居家族を常時介護している場合
　 ▽家庭の災害…風水害、火災、震災その他の復旧にあたって　
　　　　　　　　いる場合
　 ▽そ　の　他…上記に類する状態であると市長が認めた場合
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 ■問い合わせ先
　 市立病院総務課　 （0857）37－1522

船ふ
な
も
と本　

慎し
ん
さ
く作

市
立
病
院　

健
診
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長

人間ドック・健診を受けましょう

　水　道
通　

信

No.7

　

水
道
局
の
業
務
内
容
の
紹
介
と
コ
ス
ト
削

減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道
管
か
ら
の

漏
水
は
、
道
路
の
陥
没
や
濁
水
発
生
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

　

水
道
局
は
、
日
ご
ろ
の
点
検
な
ど
に
よ
っ

て
道
路
の
漏
水
の
把
握
に
努
め
、
漏
水
を
発

見
し
た
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
早
急
に
修

理
が
行
え
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
や
む
を
得
ず
長
時
間
断
水
す
る

場
合
は
、
給
水
車
や
ポ
リ
容
器
な
ど
を
使
用

し
て
給
水
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん

へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
連
絡
を
24
時
間
受
け
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に
も
対
処
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維

持
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
効

率
的
な
業
務
の
運
用
を

図
る
た
め
、
漏
水
に
関
し

て
言
え
ば
修
理
業
務
を

民
間
に
委
託
し
、
費
用
の

縮
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鳥取市水道局
　☎（0857）53 ｜ 7811

■
道
路
の
漏
水
修
理
（
工
務
課
）

市民のみなさんからの
質問にお答えします

海
岸
に
多
く
の

ポ
リ
タ
ン
ク
が

漂
着
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
場
合
、

ど
こ
へ
連
絡
す

れ
ば
回
収
し
て

い
た
だ
け
ま
す

か
？

　

こ
の
季
節
に
な
る

と
、
ポ
リ
タ
ン
ク
な

ど
の
容
器
類
が
海
岸

に
漂
着
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

容
器
の
中
に
は
、

有
害
な
液
体
や
物
質

が
入
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
不
用
意
に
ふ
た
を

開
け
た
り
、
持
ち
帰
っ
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
注
射
器
や
点
滴

ビ
ン
、
薬
な
ど
医
療
系
の
廃
棄
物
が
漂

着
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
廃
棄
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、

決
し
て
手
を
触
れ
ず
直
ち
に
鳥
取
市
危

機
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
漂
着
物
は
、
市

役
所
が
回
収
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
危
機

管
理
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
１
２
７

／
市
役
所
閉
庁
時
（
０
８
５
７
）22̶

８
１
１
１

海岸に打ち上げられたポリタンクを回収

　『人間ドック』という言葉は第２次世界
大戦直前の 1938 年、著名な政治家 2人が
健康チェック目的で東京大学附属病院に入
院した際、重病人説を流されぬよう、｢今
回の入院は艦船が帰港してドックに入り船
底の貝殻を除去しエンジンなど機器の点検
整備をするのと同じである ｣とマスコミに
発表されたのがきっかけとされています。
　近年、｢健康に自分の生命を全うしたい ｣
｢ 健康寿命を長く保ちたい ｣と考える人た
ちが増えてきています。その原因に、テレ
ビを中心としたマスメディアによる健康情
報の氾濫があります。著名な医学史研究家
の立川昭二先生によると、元来日本人は健
康願望が強く、執拗に健康を追い求める傾
向があり、健康に対して ｢うるさい ｣民族
であることが拍車をかけているようだと述

べられています。
　健康寿命を延ばす方法として 3つの方法
があるといわれています。
①健康寿命を損なう病気や事故を予防する
②老化のスピードを遅らせる
③運動訓練や学習を通じて心身の機能を維
　持・改善する
　人間ドック・健診を受けることで氾濫す
る健康情報を整理し、過剰ともいえる健康
願望からくる ｢健康不安 ｣ から解放され、
みなさん一人ひとりの健康寿命が末永く保
てるように、まずは、40 歳を過ぎたら、
ご自身の健康チェックをしてみてはいかが
でしょう。
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佐治天文台長　香
こう

西
さい

洋
ひろ

樹
き

の  「空の向こうに見えるもの」

Vol.4  アンドロメダと奇
くし

稲
いな

田
た

姫
ひめ

　野分が木枯らしと名前を変えると、寒い北風が
吹き抜け、夜空には多くの星々が震えながら瞬

まばた

い
ています。屋外に出て、夜空を見上げてみましょ
う。そこに輝くのは、ギリシャ神話に登場する
「エチオピアの王家の星座」たちです。ケフェウス
王と王妃カシオペア。そして王女のアンドロメダ
と勇者ペルセウス。ペルセウスに退治された怪

ば

け
鯨
くじら

。佐治天文台のプラネタリウムでおなじみの星
座たちですね。遙

はる

か昔の物語が、多くのロマンを
語りかけてくれます。このアンドロメダ姫の物語
によく似ているのが、日本に伝えられる古事記の
「八

やまた

岐の大
おろち

蛇退治」の物語。ペルセウスと須
すさのおの

佐男
命
みこと

、アンドロメダ姫と奇稲田姫、ケフェウスとカ
シオペアには足

あしな

名椎
づち

と手
てなづち

名椎。奇妙な一致をみる
ことになりますね。姫君と勇者の物語は、どうや
ら世界共通のお話なのかもしれません。ところで、
金星の表面のクレーターには、私の提案で「奇稲
田姫」と名付けられたものがあります。美の女神、
金星にふさわしい名前だと思いませんか。

　夜８時ごろ、東の空に赤みがかった明
るい星が見えています。これは地球に接
近している火星です。しばらくは見やす
い時期が続きます。
2003 年の夏、「火星が 6万年ぶりの大接近」と話題にな
りました。２年しかたっていない今年も、接近とはどうい
うことだ！と思われることでしょう。
火星は太陽のまわりを１年 10 カ月半かけて、地球は１
年かけて回っています。それぞれのペースで太陽のまわり
を回ると、地球と火星はおよそ 2年２カ月ごとに接近を繰
り返します。火星の通り道は少しゆがんでいるため、5600
万㎞くらいまで近づく「大接近」から、１億㎞強までしか
近づかない「小接近」まで、接近距離がいろいろ変化します。
今回の接近距離は 6942 万㎞で「中接近」となります。
火星の赤い色は、赤茶けた土の色です。今から 40 億年
以上前、火星は水蒸気を含んだ大気におおわれたと考えら
れています。そして、一時的には湖のようなところもあっ
たのではと言われています。しかし、太陽からの紫外線に
より水が水素と酸素に分解されました。火星は地球の半分
くらいの大きさしかないため重力が弱く、軽い水素は宇宙
へと逃げてしまいました。そして、残った酸素は土の中の
鉄と結びついてサビとなり、火星の土を赤茶けた色に変え
てしまったと言われてのです。こんな物語を思い浮かべな
がら、ぜひ火星を眺めてみてください。

■問い合わせ先　やまびこ館　上町88
　　　　　　　 （0857）23ー2140

お
う
ち
だ
に
画
報

吉川経家、最
さい

期
ご

の手紙

火 星

　天正 8年（1580）から始まる羽
は

柴
しば

秀
ひで

吉
よし

による鳥取城攻めは、翌 9年 10
月 25 日、毛利方から派遣されていた
吉
きっ

川
かわ

経
つね

家
いえ

の切腹という壮絶な最期をも
って終

しゅうえん

焉しました。経家は当時 35歳
という若さで、まだ幼い子どもたちが
数人いました。
経家が鳥取城の守備を命じられた

のは天正 9年正月 14 日のことです。
翌 2月 26 日には 13 歳の長男亀

かめ

寿
じゅ

丸
まる

に家督を譲り、この日のうちに故郷の
石
いわみのくにふくみつ

見国福光城を出発しています。決死
の覚悟で鳥取に向かったのです。鳥取
城に着いたのは3月18日のことです。
経家は最初から籠城戦を想定していた
ようです。
一方、羽柴秀吉が鳥取城を包囲し

たのは 7月 12日のことです。織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が鳥取にいる秀吉の本陣に送った手
紙によれば、およそ 1カ月後の 8月
中旬には鳥取城内で餓死者が出ていた
ようです。経家はさらに 2カ月の籠
城を続け、10 月中旬には経家の降伏
にかかわる条件が秀吉との間で確認さ

れたとみられ、命日となる10月25日
を迎えるのです。経家は子どもたちに次
のような遺書（写し）を残しています。

とつとりの事、よる
ひる二ひやく日こらへ候。
ひやう二つきはて候まゝ、
我ら一人御ようにたち、
おのおのをたすけ申、
一もんのなをあけ候。その
しあハせものかたり御
きゝあるへく候。

かしこ。
てん正九
　　十月廿五日　つね家判
　　　　あちやこ
　　　　かめしゆ　申給へ
　　　　かめ五
　　　　とく五

＜現代語訳＞
鳥取城に入ってから200日がたち、

秀吉が攻め込んできてからは籠城し

てこらえてきたがすでに食糧は尽き

てしまった。この経家が一人切腹を

して籠城している皆を助け一門の名

誉としよう。子どもたちには、その

名誉となる物語を聞いてほしい。

この遺書や経家の兜・采配などの
遺品は 11 月 13 日（日）まで開催
している「天正九年鳥取城をめぐる
戦い」で公開しています。是非この
機会にご覧ください。
（鳥取市歴史博物館　伊藤康晴）

「天正九年鳥取城をめぐる戦い」

鳥取市・岩国市姉妹都市締結10周年記念展

13日（日）まで開催中

火星が接近！

吉川経家書状　写
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市
長
の
散
歩
道
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PUBLIC INFORMATION

鳥取市の人口

　男　：  97,124人 ［△  2］

　女　：104,365人 ［△  9］

合　計：201,489人 ［△11］　

世帯数： 74,093     ［97］
　　平成17年10月１日現在［　］内は前月比

鳥取市役所　

（0857）22ー8111㈹

（0857）20ー3040

尚徳町116番地　〒680ー8571

　（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）

鳥取市ホームページアドレス　

http://www.city.tottori.tottori.jp/

ホームページ抜粋版

（携帯電話対応アドレス）

http://www.city.tottori.tottori.jp/mobile/

電子メール　

pl-tori@city.tottori.tottori.jp

各総合支所　

国府 （0857）39ー0555

福部 （0857）75ー2811

河原 （0858）76ー3111

用瀬 （0858）87ー2111

佐治 （0858）88ー0211

気高 （0857）82ー0011

鹿野 （0857）84ー2011

青谷 （0857）85ー0011

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室
（0857）20ー3159
印刷／株式会社矢谷印刷所

清州国際工芸ビエンナーレ「鳥取市の日」

　晴れわたった秋空の下、韓
ハン
大
デ
洙
ス
清州市長の「鳥取市の日」

の宣言にあわせて、紙ふぶきが舞い散ると、第 4回清州国
際工芸ビエンナーレの会場となった芸術の殿堂前広場を埋
め尽くした 109 人の鳥取市民訪問団と清州市民から大き
な拍手が沸き起こりました。続いて行われたしゃんしゃん
傘踊り、大正琴の記念公演は、多くの方の注目を集め、記
念式典終了後も会場のあちこちで訪問団と清州市民が声を
かけ合う光景が見られました。会場内の鳥取市の展示コー
ナー、竹扇堂の株

かぶ

本
もと

覚
さとる

さんのしゃんしゃん傘の製作実演に
も多くのご来場をいただきました。
今年は、鳥取市と清州市の姉妹都市提携 15周年の記念

すべき年であり、日韓国交正常化 40周年を記念する「日
韓友情年２００５」であることを踏まえ、本市では、2月
に鳥取市民日韓交流フォーラムを実施したところです。そ
の後交流が困難となった時期がありましたが、7月から両
市中学生のホームステイを含む交流などの青少年交流が実
施されました。
今度の訪問団が清州市で温かい歓迎を受けたこと、清州

市役所、清州商工会議所、清州大学校における意見交換を
通じて、今後の交流に対し清州市側が前向きな姿勢を表明
されたことにより、清州市との交流に確かな手応えと新た
な展望をつかむことができました。来年 3月には、清州市
関係者を本市に迎え、地域経済の活性化を共に考える「日
韓産学官連携交流フォーラム」を実施する予定です。これ
は、行政・文化交流に加えて新たな経済交流への展開を象
徴する取り組みとなります。
すでに経済活動では深いつながりを持っている韓国、中

国を含めたアジア地域との交流を深め、鳥取市民が国際的
にも幅広く活躍する時代を築いていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　鳥取市長　竹  内　  功 
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健康づくりのため
の年代別バランス
食を９回シリーズ
で紹介しています。

中高生編

食生活改善推進員連絡協議会佐治支部

古紙配合率 100%再生紙を使用しています

つ・ぶ・や・き

「とっとり市報」について、ご意見
ご感想をお寄せください。
〒680ー8571　市役所本庁舎秘書課広報室
　　　　　　 （0857）20ー3159
　　　　　　 （0857）21ー1594
電子メール　kouhou@city.tottori.tottori.jp

食し
ょ
く

ちくわトンカツ

◆表紙の砂の彫刻は、鳥取砂丘東口「サンドパルと
っとり」の遊歩道を少し登った小高い丘にあるので
すが、横たわったものと２体あります。いずれの砂
像も緩やかな曲線で造られていて、中にはまるで魂
が入っているような不思議な感じがします。また、
すっぽりと包んでくれるような愛も感じます。昼間
は砂像と広がる景色との空間を、また、夜はライトア
ップされた幻想的な雰囲気を楽しむことができます。
ぜひ、出かけてみて、砂像との対話をしてみてはいか
がでしょうか。　　　　　　　　　　　　　 （Y

2）
◆仕事が終わり、家路につこうと駐車場まで若桜街
道を歩いていたときのこと。若桜橋の横断歩道を渡
っていると「キーッ！」。背後からの自転車のブレ
ーキ音にビックリした私は目を丸くしながら振り返
った。20歳前後の青年が自転車を止め地面に手を
伸ばし、菓子パンのような空袋を拾っていた。そし
て、そのごみを服のポケットにしまいこんでさっそ
うと自転車を滑らせていった。私は思わずその青年
に拍手を送りたい気持ちでいっぱいになった。も
し、自分がそのごみに気付いていたら拾っていた
か？…。モラル・マナーが叫ばれる中、ちょっとし
た行動が、周りの人へ与える影響は大きい。   （康）

一
人
分

300g
　4本
2個
少々
適量
1個
適量
4g

4枚
8個

エネルギー 301kcal、たんぱく質 24.7g、脂質
16.9g、炭水化物 10.6g、鉄 2.1mg、塩分 1.7g 

材料（４人分）
ちくわを半分に切る。チーズはたてに 4
等分にして、ちくわの中に入れる。
豚肉を広げ、塩こしょうをしてから①を
のせて巻く。
パン粉に青のりを混ぜておく。
小麦粉→卵→パン粉の順に衣をつけて、
油で揚げる。
最後に、サニーレタス、ミニトマトを付
け合わせて盛りつける。

1.

2.

3.
4.

5.

一口メモ… 体の基礎づくりとなる
成長期には栄養のバランスが大切。
ひじきのサラダなどを加えること
で、バランスがぐっとよくなります。

一
人
分

豚肩ロース薄切り肉
ちくわ（細）
ベビーチーズ
塩・こしょう
小麦粉
鶏卵
パン粉
青のり

《付け合わせ》
サニーレタス
ミニトマト

日
本
画　

市
展
賞

ま
ち
か
ど
の

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー

入賞作品紹介

八頭町万代寺

朝
あさくら

倉 博
ひ ろ え

恵さん

岩美町本庄

山
やまもと

本 和
かず こ

子さん

※第 44回鳥取市民美術展の入賞作品をご紹介します。なお、前回入賞され
紹介させていただいた受賞者を除く作品を掲載していきます。

書道　鳥取商工会議所会頭賞

間
かん

　適
てき

　

封
筒
の
宛
名
な
ど
を
き
れ
い
に
書
け
た
ら
と
思
い
、
書
道

を
始
め
て
約
20
年
。
思
う
よ
う
に
書
け
ず
、
た
め
息
を
つ
く

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
が
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
と
語
り

合
っ
て
い
る
と
き
は
、「
書
道
を
し
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た

な
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
線
に
粘
り
が
で
れ
ば
と
思
い
練
習
し
て
い
ま
す
。

行
く
行
く
は
大
き
な
字
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。
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ド
ラ
イ
ブ
や
旅
先
で
ふ
と
見
た
風
景
の
色

合
い
に
感
動
し
、
そ
の
瞬
間
に
「
描
い
て
み

た
い
」
と
思
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
作
品
も
そ
の
一
つ
で
、
と
あ
る
街
角

で
出
合
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ー
に
心
を
ひ
か
れ
、
や
さ
し
い
雰
囲
気
が

出
せ
る
よ
う
に
、
バ
ラ
ー
ド
調
の
曲
を
聞
き

な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
絵
を
思
い
ど
お
り
に
表
現
で

き
ま
せ
ん
。
も
っ
と
勉
強
し
て
、
印
象
的
な

絵
を
描
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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おうちだに画報・StarWold見上げてごらん
市長の散歩道・パブリックインフォメーション
市民美術展・食




